
は
じ
め
に

第
一
章

Ｂ
Ｋ
Ａ
改
定
の
背
景
と
そ
の
周
辺

第
二
章

Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
の
境
界
値
①
―
―
具
体
的
危
険
の
法
理

(

以
上
、
五
二
巻
三
・
四
号)

第
三
章

Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
の
境
界
値
②
―
―
Ｉ
Ｔ
基
本
権
・
私
生
活
形
成
の
核
心
領
域
・
裁
判
官
留
保

(

以
上
、
本
号)

第
四
章

改
定
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
の
争
点

お
わ
り
に

第
三
章

Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
の
境
界
値
②
―
―
Ｉ
Ｔ
基
本
権
・
私
生
活
形
成
の
核
心
領
域
・
裁
判
官
留
保

本
章
で
は
、
い
わ
ゆ
る｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

(O
nline-D

urchsuchung
(

１)(

２))

に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決(B

V
erfG

E
120,

274)

に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
問
題
を
意
識
し
な
が
ら
考
察
を
加
え
て
い
く
。

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

一

����������������������������
憲
法
学
的
観
点
か
ら
み
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る

｢

テ
ロ
対
策｣

の
現
段
階

植

松

健

一



１

背
景

(
１)

端
緒

法
政
策
的
論
題
と
し
て
の

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

は
、
連
邦
内
務
省
が
二
○
○
六
年
一
○
月
一
○
日
に

｢

国
内
治
安

強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

(Program
m

zur
St�rkung

der
Inneren

Sicherheit�
Ｐ
Ｓ
Ｉ
Ｓ)

を
公
表
し
、
そ
の
関
連
経
費
一
億
三
二
○
○

万
ユ
ー
ロ
が
同
年
一
一
月
九
日
に
連
邦
議
会
予
算
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
一
つ
の
契
機
と
す
る
。
シ
ョ
イ
ブ
レ
連
邦
内
相
は
、

｢

可
能
性
と
し
て
の
犯
罪
準
備
が
予
め
事
前
に
認
識
さ
れ
、
妨
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
住
民
の
安
心
感
も
強
化
さ
れ
る｣

と
い
う
認
識

の
下
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
、
連
邦
警
察(

Ｂ
Ｐ)

、
連
邦
憲
法
擁
護
庁(

Ｂ
Ｖ
ｆ
Ｓ)

、
及
び
連
邦
情
報
技
術
保
安
庁
の
下
に｢

即
戦
力
型
及
び
出
動
・

捜
査
支
援
型
の
ツ
ー
ル

(die
operative

und
die

einsatz-
und

erm
ittlungsunterst�tzende

Instrum
entar)

を
構
築
す
る
こ
と
で
、

依
然
存
続
す
る
脅
威
状
況
に
効
果
的
且
つ
毅
然
と
対
峙
す
る｣

こ
と
を
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標
と
説
明
し
た

(

３)

。
Ｐ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
で
は
、

｢

こ
う
し
た
目
標
の
た
め
の
ひ
と
つ
の
重
要
な
礎
石｣

と
し
て

｢

訴
追
に
関
係
す
る
内
容
に
つ
い
て
遠
隔
地
に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
を
捜
査
で

き
る
技
術
的
な
能
力｣

が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

(

措
置
２
―
１

(

４))

、
野
党
等
か
ら
は
、
こ
れ
は

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

導
入
を
示

唆
し
た
も
の
で
、｢

諸
官
庁
が
公
式
に

『

ハ
ッ
カ
ー』

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
の
は
明
白

(

５)｣

と
い
っ
た
批
判
を
招
く
こ

と
に
な
る
。

(

２)

概
念
と
手
法

｢

ハ
ッ
カ
ー
と
し
て
の
警
察

(
６)｣

と
い
っ
た
批
判
者
た
ち
の
警
鐘
も
あ
っ
て

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

と
い
う
言

葉
は
人
口
に
膾
炙
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
全
体
像
は
技
術
的
可
能
性
の
観
点
も
含
め
て
未
知
・
不
明
確
な
点
が
多
く
、
そ
の
定

義
も
諸
説
存
在
す
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干
の
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。

①

｢

情
報
技
術
シ
ス
テ
ム｣

(inform
ationstechnisches

System
)

―
―
連
邦
憲
法
裁
は
、
こ
の
捜
索
の
対
象
と
な
る

｢

情
報
技
術
シ

ス
テ
ム｣

(

以
下
、
本
稿
で
は
引
用
文
中
も
含
め
て

｢

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム｣

と
略
記
す
る)

と
し
て
机
上
型
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
他
、
住
居
や
自
動
車
内
に
設
置
さ
れ
た
電
子
通
信
機
器
、
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
、
携
帯
情
報
端
末

(PD
A
)

、
さ
ら
に
携
帯
電
話
や
電
子
手

島
大
法
学
第
五
三
巻
第
二
号

二



帳
等
の
中
で
一
定
水
準
の
デ
ー
タ
収
集
・
保
存
機
能
を
備
え
た
機
器
を
想
定
し
て
い
る

(vgl.
B
V
erfG

E
120,

274
[311,

314]
(

７))

。

②
｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

―
―
連
邦
最
高
裁
判
所

(

Ｂ
Ｇ
Ｈ)

の
決
定
で
は
、｢

被
疑
者
が
利
用
す
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

／
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
の
捜
査
、
と
り
わ
け
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
、
メ
イ
ン
メ
モ
リ
に
記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
捜
査
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
押
収｣

及
び

｢

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
記
録
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
コ
ピ
ー
し
、
捜
査
官
庁
に
よ
る
点
検

(D
urchsicht)

の
目
的
で
ダ

ビ
ン
グ
す
る
た
め
の
当
該
措
置
の
秘
密
の
実
行｣

並
び
に

｢

こ
の
目
的
の
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
せ
る
よ
う
被
疑
者
に
手
渡
す
こ
と｣

、
を｢

い
わ
ゆ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

と
呼
ん
で
い
る(B

G
H
St

51,
211)

。

他
方
、
連
邦
憲
法
裁
の
判
決
で
は
、
よ
り
限
定
的
且
つ
明
快
に

｢

技
術
的
侵
入
手
段
を
用
い
た
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
の
秘
密
の
接
続

(Zugriff)｣

と
定
義
さ
れ
て
い
る

(B
V
erfG

E
120,

274
[277])

。
さ
ら
に
、
学
説
で
は

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

と
一
般
に
呼
ば
れ
る

措
置
の
う
ち
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
の
秘
密
接
続
に
よ
り
一
回
の
み
又
は
限
定
時
点
で
デ
ー
タ
を
コ
ピ
ー
す
る

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
点
検｣

(O
nline-D

urchsicht)

と
、
シ
ス
テ
ム
を
継
続
的
に
監
視
す
る

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
監
視｣

(O
nline-�

berw
achung)

と
の
区
別
が
意
識
さ

て
い
る
よ
う
で
あ
る

(

８)

。
後
者
の
概
念
は
、｢

源
泉
型
電
子
通
信
監
視｣

(Q
uellen-Telekom

m
unikations�berw

achung
(

９))

と
呼
ば
れ
る
暗

号
化
さ
れ
た
電
子
通
信
に
対
す
る
監
視
を
目
的
と
す
る
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
の
侵
入
を
抱
含
し
う
る
。
後
で
見
る
よ
う
に
連
邦
憲
法
裁
も

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

を
基
本
法
一
三
条
二
項
の
意
味
に
お
け
る

｢

捜
索｣

と
は
み
な
し
て
お
ら
ず
、｢

捜
索｣

と
い
う
用
語
自
体
が
不
適

切
だ
と
い
う
指
摘

(�)
も
も
っ
と
も
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
、｢

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
の
秘
密
の
接
続｣

と
い
う
連
邦
憲
法

裁
の
定
義
を
前
提
に
稿
を
進
め
る
こ
と
に
す
る

(�)
。

③
捜
索
に
用
い
ら
れ
る
技
術
―
―
捜
査
対
象
と
な
る
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
の
侵
入
は
、
ネ
ッ
ト
上
か
ら
侵
入
す
る
方
法
と
、
対
象
パ
ソ
コ

ン
等
に
ソ
ウ
ト
ウ
ェ
ア
を
秘
密
裡
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
方
法
と
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て�R

em
ote

Forensic
Softw

are�
(

Ｒ
Ｆ
Ｓ)

が
利
用
さ
れ
る
。｢

ト
ロ
イ
の
木
馬｣

(Trojanisches
Pferd)

又
は

｢

連
邦
の
木

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

三



馬｣
(B

undes-Trojaner
(�))

の
通
称
で
知
ら
れ
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
己
増
殖
性
は
な
い
も
の
の
、
一
般
の
Ｅ
メ
ー
ル
や
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
デ
ィ
ス
ク
を
装
い
ユ
ー
ザ
ー
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
侵
入
し
、
ア
ン
チ
・
ウ
イ
ル
ス
ソ
フ
ト
を
無
効
化
し
、
当
該
シ
ス
テ
ム
で
作

成
・
利
用
さ
れ
た
電
子
文
書
や
Ｅ
メ
ー
ル
、
各
種
パ
ス
ワ
ー
ド
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
等
の
記
録
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
入
力
信
号
の
記

録

(

キ
ー
ロ
ガ
ー
の
利
用)

、
あ
る
い
は
パ
ソ
コ
ン
電
話
通
信
の
記
録
な
ど
を
行
い
、
こ
れ
を
捜
査
機
関
の
パ
ソ
コ
ン
に
伝
達
す
る
。
さ

ら
に
、
捜
査
対
象
パ
ソ
コ
ン
に
登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
か
ら
別
の
パ
ソ
コ
ン
へ
の
侵
入
も
可
能
と
さ
れ
る

(�)

。

(

３)

Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
憲
法
擁
護
法

Ｐ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
に
示
さ
れ
て
い
た
方
向
に
呼
応
す
る
よ
う
に
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
は
○
六
年
一
二
月
二
○
日
に
州

憲
法
擁
護
法

(

Ｖ
Ｓ
Ｇ)
を
改
定
し
、
刑
事
訴
追
領
域
で
は
な
く
公
安
的
情
報
収
集
の
領
域

(

す
な
わ
ち
州
憲
法
擁
護
局

[V
erfassungsschutzbeh�rde]

の
調
査
権
限)

で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索
を
可
能
と
し
た
。
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
議
会
の
第
一
読
会
か
ら
本
会
議
採

決
ま
で
約
三
ヵ
月
の
ス
ピ
ー
ド
で
成
立
し
た
そ
の
五
条
二
項
は
以
下
の
よ
う
な
規
定
と
な
っ
て
い
た
。

憲
法
擁
護
局
は
、
諜
報
手
段
と
し
て
の
情
報
徴
取
に
関
す
る
第
七
条
の
基
準
の
下
で
、
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

…⑪

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
秘
密
の
観
察

(B
eobacht)

そ
の
他
の
解
析
、
と
く
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
装
置

(K
om

m
unikationseinrichtung)

へ
の
秘
密
の
関
与
若
し
く
は
当
該
装
置
へ
の
捜
査
の
よ
う
な
措
置
、
又
は
技
術
的
手
段
を
用
い
た
Ｉ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
へ
の
秘
密
の
接
続
。
こ
れ
ら
の
措
置
が
、
信
書
・
郵
便
・
電
信
電
話
へ
の
侵
害
を
示
し
て
い
る
又
は
態
様
及
び
重
大
さ
の
点
で
こ
れ
に
類

す
る
場
合
に
は
、
当
該
侵
害
は
基
本
法
一
○
条
に
関
す
る
法
律

(�)
の
要
件
の
下
で
の
み
許
さ
れ
る
。

法
案
審
議
の
際
の
提
出
理
由
書
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
過
激
派

(Extrem
ist)

の
犯
行
準
備
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
増
大

に
対
応
し
う
る

｢

実
効
的
な
情
報
収
集｣

の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
五
条
二
項
一
一
号
は
、
公
開
さ
れ
た
サ
イ
ト
の
観
察
の
み
な
ら
ず
、

島
大
法
学
第
五
三
巻
第
二
号
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チ
ャ
ッ
ト
・
ル
ー
ム
や
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
へ
の
関
与
、
ド
メ
イ
ン
所
有
者
の
確
認
、
秘
密
サ
イ
ト
の
発
見
、｢

保
存
さ
れ
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
・
デ
ー
タ
へ
の
接
続｣

等
を
可
能
に
す
る
規
定
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
た

(N
R
W

LTD
rucks

14/2211,
S.

17.

ま
た
、
提
出
理
由
書
か
ら
は
情
報
自
己
決
定
権
の
侵
害
に
配
慮
し
た
規
範
特
定
性
の
要
請
充
足
の
た
め
の
法
改
定
で
あ
る
と
法
案
提

出
者
が
考
え
て
い
た
点
も
確
認
で
き
る)

。

(

４)

連
邦
最
高
裁
判
所

(

Ｂ
Ｇ
Ｈ)

の
違
法
判
断
と
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト

こ
の
よ
う
な
内
務
省
や
州
治
安
官
庁
の
動
き
に
水
を
差

し
た
の
は
、
ま
ず
は
連
邦
最
高
裁
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
意
味
で
の

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

に
関
す
る
連
邦
最
高
検
察
庁
の
二
件
の
令

状
請
求
に
対
し
て
連
邦
最
高
裁
Ｕ
・
ヘ
ベ
ー
ン
シ
ュ
ト
ラ
イ
ト
捜
査
判
事
は
、
○
六
年
一
一
月
二
五
日
及
び
二
八
日
、
情
報
自
己
決
定
権

の
重
大
な
侵
害
で
あ
る
当
該
捜
査
に
は
法
律
上
の
授
権
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
同
年
二
月
の
事
案
で
令
状
を
出
し
た
前
任
捜

査
判
事
の
判
断

(3
B
G
s

31/06)
を
覆
す
か
た
ち
で
、
検
察
の
請
求
を
斥
け
た

(1
B
G
s

184/06;
1

B
G
s

186/06
(�))

。
こ
れ
に
対
す
る

連
邦
検
事
総
長
の
異
議
に
対
し
て
も
、
○
七
年
一
月
三
一
日
の
連
邦
最
高
裁
判
所
刑
事
第
三
部
決
定
は

｢

秘
密
の
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

を

刑
事
訴
訟
法
の
根
拠
の
無
い
不
適
法
な
措
置
と
判
断
し
て
当
該
異
議
を
却
下
し
て
い
る
。
連
邦
最
高
裁
は
、
令
状
請
求
書
で
挙
げ
ら
れ
て

い
た
通
信
監
視

(

刑
事
訴
訟
法
一
○
○
ａ
条)

や
住
居
監
視

(

同
一
○
○
ｃ
条)

、
あ
る
い
は
技
術
捜
査
の
一
般
権
限

(

同
一
○
○
ｆ
条

一
項
二
文)

が
い
ず
れ
も

｢

秘
密
の
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣
の
法
的
根
拠
と
は
な
ら
ず
、
情
報
自
己
決
定
権
を
侵
害
す
る
措
置
に
対
し
て
必

要
な
法
律
の
留
保
や
規
範
明
確
性
・
規
範
特
定
性
の
原
則
を
充
た
し
て
い
な
い
と
解
し
た
の
で
あ
る

(B
G
H
St

51,
211)

。
連
邦
最
高

裁
の
違
法
判
断
に
対
し
て
内
務
省
サ
イ
ド
は

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣
を
当
面
実
施
し
な
い
と
す
る
一
方
、
そ
れ
で
も
捜
査
手
法
と
し
て
不

可
欠
と
い
う
姿
勢
は
崩
さ
ず
、
基
本
法
改
定
に
よ
る
合
法
化
も
視
野
に
入
れ
た
早
急
な
法
整
備
の
必
要
性
を
表
明
し
た

(�)

。
同
時
に
、
連
邦

議
会
で
の
追
求
や
メ
デ
ィ
ア
取
材
の
過
程
で
、
Ｂ
Ｖ
ｆ
Ｓ
や
Ｂ
Ｋ
Ａ
が
従
来
か
ら
秘
密
の
オ
ン
ラ
イ
ン
侵
入
を
実
施
し
て
い
た
実
態
が
明

ら
か
に
な
っ
た

(�)

。
Ｂ
Ｖ
ｆ
Ｓ
の
場
合
、
○
五
年
に
シ
リ
ー
連
邦
内
相

(

当
時)

の
職
務
命
令
に
基
づ
き

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

が
実
施
さ

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)
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れ
た
事
実
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
確
な
授
権
規
定
に
基
づ
か
ず
、
Ｂ
Ｖ
ｆ
Ｓ
法
八
条
二
項
が
定
め
る
議
会
へ
の
報
告
も
怠
っ

た
問
題
の
あ
る
措
置
と
い
え
る
。

(

５)
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
問
題

こ
の
よ
う
な
状
況
に
本
稿
第
一
章
で
言
及
し
た
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
問
題
が
絡
ん
で
く
る
。
内
務
省
は
、

一
方
で
は
犯
罪
捜
査
に

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

を
用
い
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
の
改
定
を
、
他
方
で
は

｢

国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム｣

の
危
険
防

除
の
枠
内
で
の
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
へ
の

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

権
限
の
挿
入
を
期
待
し
て
い
た

(�)

。
し
か
し
、
こ
の

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

の
是
非

を
め
ぐ
り
連
立
政
権
内
部
の
国
内
治
安
政
策
上
の
不
協
和
音
が
表
面
化
す
る
。
連
邦
最
高
裁
決
定
後
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
左
派
出
身
の
連
邦
司
法
大

臣
Ｂ
・
ツ
ュ
プ
リ
ー
ス
が
、｢
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

の
立
法
化
へ
の
難
色
を
公
然
と
示
す
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
女
は
○
七
年

二
月
一
三
日
の
欧
州
一
○
カ
国
警
察
会
議

(

開
催
地
ベ
ル
リ
ン)

の
演
説
の
中
で
現
職
閣
僚
で
あ
り
な
が
ら
連
邦
内
務
省
が
推
進
す
る

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

を

｢

国
家
的
ハ
ッ
キ
ン
グ｣

と
呼
び
強
く
非
難
し
た
。｢

新
た
な
秘
密
の
監
視
権
限
が
実
際
に
必
要
な
の
か
心
底
丁

寧
に
考
え
て
み
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
私
の
思
う
と
こ
ろ
で
す
。
予
防
的
領
域
で
も
抑
止
的
領
域
で
も
全
く
同
様
の
こ
と
が
言
え
ま
す
。

わ
が
国
の
警
察
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
要
因
に
は
、
公
開
性
の
光
を
厭
う
必
要
が
な
い
と
い
う
点
も
あ
る
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る

『

オ
ン

ラ
イ
ン
捜
索』

に
よ
っ
て
、
軽
率
に
こ
の
評
価
を
危
険
に
晒
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

(�)｣

、
と
。
こ
う
し
た
連
立
政
権
内
の
意
見
対
立
を

別
に
し
て
も
、
刑
事
捜
査
に

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

を
用
い
た
場
合
、
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
そ
の
他
の
手
段
に
よ
る
侵
入
が
原
因
で
Ｉ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
は
何
ら
か
の
改
変
を
被
る
可
能
性
が
あ
り

(�)
、
ま
た
捜
査
機
関
が
侵
入
に
成
功
す
る
よ
う
な
パ
ソ
コ
ン
は
す
で
に
他
の
第
三
者
に
よ
る

ハ
ッ
キ
ン
グ
や
ウ
ィ
ル
ス
の
侵
入
を
許
し
て
い
る
可
能
性
も
そ
れ
だ
け
高
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
パ
ソ
コ
ン
か
ら
徴
取

し
た
デ
ー
タ
が
刑
事
事
件
の
公
判
で
の
証
拠
と
し
て
採
用
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
も
指
摘
さ
れ
て
い
た

(�)

。
し
か
し
、
司
法

省
の
消
極
姿
勢
と
は
対
照
的
に
、
内
務
省
は
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
作
業
を
進
め
、
七
月
一
一
日
に
公
表
し
た
同
法
改
定
の
内
務
省
原
案

(

シ
ョ

イ
ブ
レ
原
案)

の
中
に
、
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
憲
法
擁
護
法
五
条
二
項
を
範
に
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る

(�)
授
権
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｒ

島
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Ｗ
州
憲
法
擁
護
法
五
条
二
項
そ
れ
自
体
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
憲
法
異
議
手
続
に
付
さ
れ
て
い
た
。
憲
法
異
議
を
提
訴
し
た
の
は
、
一
件

は
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
Ｂ
・
ヴ
ィ
ン
セ
マ
ン
と
左
翼
党

(D
IE

LIN
K
E)

州
支
部
運
動
員

(

原
告
Ⅰ
。
代
理
人
は
人
権
擁
護
団
体

H
um

anistische
U
nion

の
常
任
幹
事
を
務
め
る
弁
護
士
の
Ｆ
・
ロ
ッ
ガ
ー
ン)

、
も
う
一
件
は
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
元
連
邦
議
会
議
員
で
元
連
邦
内

務
大
臣
も
務
め
た
弁
護
士
の
Ｒ
・
バ
ウ
ム
ら

(

原
告
Ⅱ)

で
あ
る

(

州
政
府
側
の
代
理
人
は
、
パ
ッ
ソ
ー
大
学
法
学
部
公
法
・
安
全
法
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
法
講
座
教
授
Ｄ
・
ヘ
ッ
ク
マ
ン)

。
こ
の
二
つ
の
原
告
団
は
一
定
の
成
果
を
勝
ち
取
っ
た

｢

大
盗
聴｣

違
憲
確
認
訴
訟

原
告
団
の
流
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
汲
ん
で
お
り
、
前
者
が
左
翼
党
系
、
後
者
が
Ｆ
Ｄ
Ｐ
系
と
い
う
点
で
は
市
民
提
訴
の
か
た
ち
を
と
っ
た

｢

大

連
立｣

政
権
の
国
内
治
安
政
策
に
対
す
る
政
治
的
抵
抗
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ツ
ュ
プ
リ
ー
ス
連
邦
法
相
は
Ｂ
Ｋ
Ａ
へ
の

｢

オ
ン
ラ

イ
ン
捜
索｣

権
限
付
与
の
是
非
は
こ
の
憲
法
異
議
に
対
す
る
連
邦
憲
法
裁
の
判
断
を
待
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
お
り

(�)

、
こ

の
よ
う
な
文
脈
で
当
該
憲
法
異
議
は
判
決
前
か
ら
世
論
の
関
心
を
集
め
て
い
た
の
で
あ
る

(�)

。

２

判
決
要
旨

Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
憲
法
擁
護
法
五
条
二
項
一
一
号
、
同
三
項
、
五
ａ
条
一
項
、
七
条
二
項
、
及
び
八
条
四
項
二
文
を
対
象
と
す
る
こ
の
憲
法
異

議
に
対
し
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
は
、
二
○
○
七
年
一
○
月
一
○
日
の
口
頭
弁
論
を
経
て

(�)
、
○
八
年
二
月
二
七
日
に
判
決
を
言
渡

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
五
条
二
項
一
一
号
の
訴
え
部
分
に
つ
い
て
、
同
規
定
が
基
本
法
一
条
一
項
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
及
び
一
九
条

一
項
二
文
に
反
し
違
憲
無
効
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

(

自
余
の
請
求
部
分
に
つ
い
て
は
訴
え
自
体
が
不
適
法
と
し
て
却
下
、
又
は
請
求
に

理
由
は
な
い
と
し
て
棄
却
し
て
い
る)

。
多
く
の
争
点
を
含
む
本
件
の
全
体
像
を
見
渡
す
た
め
に
、
ま
ず
、
そ
の
判
決
主
旨

(Leits�ze)

を
訳
出
し
て
お
こ
う
。

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)
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①

一
般
的
人
格
権
は
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
秘
密
性
と
完
全
性
の
保
障
に
対
す
る
基
本
権

(G
rundrecht

auf
G
ew�hrleistung

der
V
ertraulichkeit

und
Integrit�t

inform
ationstechnischer

System
e)

を
含
む
。

②

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
監
視
し
、
そ
の
記
憶
媒
体
を
解
読
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
当
該
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
の
秘
密
の
侵
入

が
憲
法
上
許
さ
れ
る
の
は
、
極
め
て
重
要
な
法
益

(ein�berragend
w
ichtiges

R
echtsgut)

に
対
す
る
具
体
的
な
危
険
に
つ
い
て
の
事
実
上

の
手
が
か
り
が
存
在
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
極
め
て
重
要
な
法
益
と
は
、
人
の
身
体
、
生
命
及
び
自
由
、
又
は
そ
の
脅
威
が
国
家
の
存
立
や
基

盤
若
し
く
は
人
間
の
生
存
の
基
盤
に
関
わ
る
よ
う
な
公
共
の
利
益
の
こ
と
を
い
う
。
危
険
が
極
め
て
近
い
将
来
に
お
い
て
発
生
す
る
と
い
う
十
分

な
蓋
然
性
が
い
ま
だ
確
認
で
き
な
い
場
合
で
も
、
特
定
の
事
実
が
、
個
別
具
体
的
な
事
案
に
お
い
て
特
定
さ
れ
た
人
物
が
脅
か
し
て
い
る
、
極
め

て
重
要
な
法
益
に
対
す
る
危
険
を
示
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
措
置
は
正
当
化
さ
れ
う
る
。

③

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
秘
密
の
侵
入
は
、
原
則
と
し
て
裁
判
官
の
令
状
の
留
保
の
下
で
、
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
侵
害

を
授
権
す
る
法
律
は
、
私
生
活
形
成
の
核
心
領
域
を
保
護
す
る
た
め
の
予
防
策
を
設
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

④

授
権
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
上
の
継
続
的
な
電
子
通
信
の
内
容
や
状
態
を
把
握
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
関
連
す
る
デ
ー
タ
を
解

析
す
る
手
段
た
る
国
家
的
措
置
に
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
侵
害
は
基
本
法
一
○
条
一
項
に
照
ら
し
て
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑤

国
家
が
右
目
的
の
た
め
技
術
上
予
定
さ
れ
た
方
法
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
に
関
す
る
情
報
を
入
手
す
る
場

合
に
、
基
本
法
一
○
条
一
項
へ
の
侵
害
が
生
じ
る
の
は
、
国
家
機
関
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
当
事
者
か
ら
閲
覧
の
承
諾
を
得
て
い
な
い
と
き
に

限
ら
れ
る
。

⑥

国
家
が
一
般
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
を
徴
取
し
た
り
、
一
般
的
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
に
関
与
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
国
家
は
基
本
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
。

以
下
、
判
決
理
由
と
な
る
Ｃ
部
分

(B
V
erfG

E
120,

274
[302

ff.])

の
流
れ
を
辿
っ
て
い
き
た
い

(

小
見
出
し
は
筆
者
に
よ
る
。

小
見
出
し
後
の
括
弧
内
数
字
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
集
の
該
当
頁
を
示
す)
。

(

１)
｢

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
秘
密
性
と
完
全
性
の
保
障
に
対
す
る
基
本
権｣
の
意
義

(302�306)
判
決
は
、
ま
ず
、
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
憲

島
大
法
学
第
五
三
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法
擁
護
法
五
条
一
一
号
一
文
二
段
第
二
肢

(

以
下
、
本
節
及
び
３
節
お
い
て
は
本
件
授
権
規
定
と
略
記)

が
、｢

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
秘
密

性
と
完
全
性
の
保
障
に
対
す
る
基
本
権｣

と
い
う
特
別
の
形
状

(A
uspr�gung)

を
と
っ
た
一
般
的
人
格
権
を
害
す
る

(verlezten)

と

認
定
す
る
。
そ
し
て
判
決
は
、
こ
の
基
本
権
コ
ン
セ
プ
ト
の
意
義
と
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、｢

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
が
い
た
る
と
こ

ろ
に
偏
在
し
、
そ
の
利
用
が
多
数
の
市
民
の
生
活
の
営
み
に
と
っ
て
中
心
的
な
意
義
を
持
つ
に
至
っ
た｣

現
代
の
技
術
の
進
歩
が
個
人
の

人
格
と
発
展
可
能
性
に
極
め
て
有
益
で
あ
る
一
方
、
し
か
し
同
時
に
、
簡
単
に
デ
ー
タ
を
作
成
、
加
工
、
保
存
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
個
人
デ
ー
タ
流
出
な
ど
の
事
故
が
人
格
へ
の
新
た
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
丹
念
に
描
い
て
い

る
。
曰
く
、
パ
ソ
コ
ン
が
仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
多
様
な
用
途
に
活
用
さ
れ
、
メ
イ
ン
メ
モ
リ
や
記
憶
媒
体
に
個
人
的
・
社
会
的

な
対
人
関
係
や
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
に
関
す
る
大
量
の
情
報
が
含
ま
れ
る
今
日
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
が
第
三
者
に
よ
り
徴
取
・
解
析
さ
れ

た
場
合
、
そ
こ
か
ら
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
人
格
の
逆
推
知
が
可
能
に
な
る
。
と
く
に
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
場
合
、
他
人
に
よ

る
シ
ス
テ
ム
上
の
デ
ー
タ
の
覗
き
見
や
不
当
な
操
作
を
目
的
と
す
る
接
続
を
通
じ
て
、
そ
の
危
険
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
。
暗
号
化
な
ど
の

防
衛
策
も
、
ひ
と
た
び
シ
ス
テ
ム
が
侵
入
を
受
け
れ
ば
効
果
を
失
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

｢

個
人
は
、
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

人
格
発
展
の
見
地
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
、
こ
の
種
の
シ
ス
テ
ム
の
完
全
性
と
秘
密
性
へ
の
期
待
を
国
家
が
尊
重
す
る
こ
と
に
頼
ら
ざ
る
を

え
な
い｣

た
め
、｢

基
本
権
上
の
高
い
保
護｣

が
要
請
さ
れ
る
。

(

２)
｢

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
秘
密
性
と
完
全
性
の
保
障
に
対
す
る
基
本
権｣

の
保
障
範
囲

(303,
306�315)

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え

判
決
は
、｢

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
秘
密
性
と
完
全
性
の
保
障
に
対
す
る
基
本
権｣

は
、｢

情
報
自
己
決
定
権
の
よ
う
な
一
般
的
人
格
権
の
別
の

具
体
化
、
及
び
基
本
法
一
○
条
や
一
三
条
の
自
由
権
保
障
が
、
保
護
を
与
え
な
い
も
し
く
は
十
分
に
は
与
え
な
い
場
合
に
、
こ
れ
ら
の
権

利
に
付
け
加
わ
る｣

も
の
と
位
置
づ
け
た
上
で
、
こ
れ
ら
各
基
本
権
が

｢

Ｉ
Ｔ
の
発
達
に
よ
り
生
じ
た
保
護
の
必
要
性
を
十
分
に
考
慮
し

た
も
の
で
は
な
い｣

こ
と
を
個
々
に
論
証
し
て
ゆ
く
。
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す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
①
電
子
通
信
の
秘
密
の
保
障

(

基
本
法
一
○
条
一
項)

は
、｢

通
信
回
線
を
利
用
し
た
個
人
受
信
者
へ
の
情
報
の

非
身
体
的
な
伝
達
を
保
護
す
る
も
の｣

で
あ
り
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
そ
れ
自
体
の
監
視
や
、
シ
ス
テ
ム
の
保
存
媒
体
捜
索
の
た
め
の

接
続
か
ら
個
人
を
保
護
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
デ
ー
タ
解
析
を
行
う
他
の
官
庁
へ
の
提
供
を
目
的
と
す
る
電
子
通
信
へ
の
接
続
も
、

継
続
的
な
電
子
通
信
で
は
な
い
か
ら
、
一
○
条
一
項
侵
害
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
電
子
通
信
監
視
目
的
で
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
の
進

入

(

源
泉
型
電
子
通
信
監
視)

の
場
合
、
通
信
利
用
と
無
関
係
の
保
存
情
報
や
特
定
の
サ
ー
ビ
ス
の
請
求
回
数
の
よ
う
な
付
随
的
な
デ
ー

タ
ま
で
も
含
め
た
シ
ス
テ
ム
全
体
が
覗
き
見
ら
れ
、
さ
ら
に
被
侵
入
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
が
世
帯
内
の
諸
機
器
と
連
動
し
て
い
れ
ば
個
々
人
の

住
居
内
で
の
行
動
ま
で
が
把
握
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
伴
う
た
め
、
そ
の
脅
威
は
通
常
の
電
子
通
信
監
視
の
比
で
は
な
い

(

源
泉
型
電

子
通
信
監
視
に
限
定
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
接
続
な
ら
ば
基
本
法
一
○
一
項
が

｢

唯
一
の
基
本
権
上
の
基
準｣

と
な
る
が
、
口
頭
弁
論
の
証
言

に
よ
れ
ば
、
仮
に
監
視
実
施
機
関
が
意
図
し
な
く
と
も
措
置
目
的
と
は
無
関
係
の
情
報
の
取
得
が
現
在
の
技
術
の
下
で
は
回
避
で
き
な
い

と
い
う)

。

ま
た
、
②
住
居
の
不
可
侵
性
の
保
護

(

基
本
法
一
三
条
一
項)

も
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
侵
入
に
対
す
る
保
護
と
は
な
ら
な
い
。
人
間
の
尊
厳

及
び
人
格
発
展
の
観
点
か
ら

｢

私
生
活
が
発
展
す
る
空
間
的
領
域｣

を
保
護
法
益
と
す
る
基
本
法
一
三
条
一
項
は
、
接
続
形
態
に
規
定
さ

れ
な
い
総
合
的
な
保
護
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
い
。｢
侵
入
が
当
事
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
接
続
を
利
用
し
た
も

の
で
あ
る
限
り
、
住
居
の
境
界
に
よ
り
付
与
さ
れ
る
空
間
的
な
私
的
領
域
は
侵
さ
れ
て
い
な
い｣

(

携
帯
型
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
捜

査
の
場
合
、
捜
査
機
関
は
シ
ス
テ
ム
の
位
置
を
特
定
で
き
な
い
場
合
す
ら
少
く
な
い)

。

最
後
に
、
③
情
報
自
己
決
定
権
は

｢

個
人
が
自
己
の
人
格
発
展
の
た
め
に
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
頼
ら
ざ
る
を
え
ず
、
且
つ
、
そ
の

際
に
は
個
人
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
に
委
ね
、
又
は
、
そ
も
そ
も
当
該
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
の
み
不
可
避
的
に
個
人
デ
ー
タ
を
産
出
し

て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
人
格
へ
の
脅
威
を
十
分
に
想
定
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
接
続
し
た
第
三
者
は
潜
在
的
に
は
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極
度
に
巨
大
で
表
現
力
を
持
っ
た
デ
ー
タ
の
束
を
、
さ
ら
な
る
デ
ー
タ
徴
取
や
デ
ー
タ
加
工
に
頼
る
こ
と
も
な
く
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
接
続
は
当
事
者
の
人
格
に
と
っ
て
の
重
大
性
の
点
で
情
報
自
己
決
定
権
が
保
護
す
る
個
々
の
デ
ー
タ
徴
取
を
は
る
か

に
超
え
て
い
る｣

。

次
に
判
決
は
、｢

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
秘
密
性
と
完
全
性
の
保
障
に
対
す
る
基
本
権｣

の
保
護
範
囲
と
権
利
の
性
格
を
描
き
出
す
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
不
正
な
侵
入
に
よ
っ
て｢

個
人
の
生
活
形
成
の
本
質
的
部
分
を
覗
き
見
る
こ
と｣

や｢

人
格
の
鮮
明
な
像
を
獲
得
す
る
こ
と｣

が
可
能
に
な
る
ほ
ど
の
規
模
と
多
様
性
を
パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
含
む
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
機
器
の
形
態

(

机
上
型

か
モ
バ
イ
ル
か)

や
使
用
目
的

(

私
的
利
用
か
事
業
用
か)

に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
基
本
権
が
適
用
さ
れ
、
そ
の
対
象
は
パ
ソ
コ
ン
の
み
な

ら
ず
、
右
の
こ
と
を
可
能
に
す
る
程
度
の
デ
ー
タ
徴
取
・
保
存
機
能
を
備
え
て
い
れ
ば
携
帯
電
話
や
電
子
辞
書
も
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
権
利
が
保
護
す
る
の
は
、｢

ま
ず
、
そ
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
作
成
、
改
変
、
保
存
さ
れ
る
デ
ー
タ
が

信
用
の
お
け
る
も
の
で
あ
り
続
け
る
と
い
う
利
用
者
の
利
益｣

で
あ
る
。
ま
た
、｢

保
護
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
完
全
性
が
、
当
該
シ

ス
テ
ム
の
作
業
、
機
能
、
保
存
内
容
が
第
三
者
の
手
で
利
用
さ
れ
う
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
接
続
に
よ
り
、
傷
つ
け
ら
れ
る
場
合｣

に
は
こ

の
権
利
の
侵
害
が
推
定
さ
れ
る
。
と
く
に
こ
の
権
利
は

｢
シ
ス
テ
ム
上
に
あ
る
デ
ー
タ
が
完
全
に
又
は
本
質
的
な
部
分
に
つ
い
て
覗
き
見

る
こ
と
が
で
き
る
秘
密
の
接
続｣

(

そ
こ
に
は
、
メ
イ
ン
メ
モ
リ
内
の
デ
ー
タ
や
一
時
的
又
は
継
続
的
に
シ
ス
テ
ム
の
記
憶
媒
体
に
保
存

さ
れ
た
デ
ー
タ
に
加
え
て
、
措
置
対
象
者
の
デ
ー
タ
処
理
諸
過
程

(D
atenverarbeitungsvorg�nge)

に
関
す
る
デ
ー
タ
徴
取
を
ね
ら
い

と
す
る
場
合
も
含
ま
れ
る)

か
ら
個
人
を
保
護
す
る
。
又
、
こ
の
基
本
権
の
保
護
は

｢

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
の
接
続
が
容
易
か
、
そ
れ
と
も

著
し
い
コ
ス
ト
を
も
っ
て
可
能
か
と
い
う
点
に
左
右
さ
れ
ず
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
基
本
権
上
承
認
さ
れ
う
る
秘
密
性
の
期
待
・

完
全
性
へ
の
期
待
が
存
在
す
る
の
は
、
当
事
者
が
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
自
分
の
も
の
と
し
て

(als
eigenes)

利
用
し
、
そ
れ
ゆ
え
状
況
に

よ
っ
て
当
事
者
が
単
独
で
又
は
利
用
権
限
の
あ
る
他
人
と
一
緒
に
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
自
己
決
定
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
と
い
う
点
を
出
発
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点
に
お
く
こ
と
が
許
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
自
己
所
有
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
が
他
者
の
処
分
権
能

(V
erf�gungsgew

alt)

の

中
に
あ
る
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
経
由
し
て
な
さ
れ
る
限
り
で
、
利
用
者
の
保
護
は
そ
こ
に
も
及
ぶ｣

。

(

３)
規
範
特
定
性
・
規
範
明
確
性

(315�318)
判
決
は
、
右
権
利
が
無
制
約
で
は
な
く
、
そ
の
侵
害
も

｢

憲
法
に
適
合
し
た
法

律
上
の
根
拠｣
が
あ
れ
ば
、｢

予
防
的
目
的
の
た
め
に
も
、
刑
事
訴
追
の
た
め
に
も
正
当
化
さ
れ
う
る｣

こ
と
を
前
提
に
、
本
件
授
権
規

定
の
憲
法
適
合
性
の
検
討
に
入
る
。
ま
ず
、
判
決
は
、
措
置
の
要
件
を
単
に

｢

基
本
法
一
○
条
に
関
す
る
法
律
の
要
件
の
下
で｣

と
定
め

る
だ
け
の
本
件
授
権
規
定
が
、
不
特
定
・
不
明
確
な
法
概
念
に
よ
っ
て
公
権
力
行
使
の
予
見
可
能
性
と
当
該
権
力
行
使
に
対
す
る
司
法
判

断
可
能
性
が
脅
か
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
規
範
明
確
性
・
規
範
特
定
性
の
要
請
と
合
致
し
な
い
と
断
ず
る
。
そ
の
際
、
判
決
は
、
い

か
な
る
措
置
が
基
本
権
侵
害
と
な
る
か
と
い
う
複
雑
な
見
極
め
と
評
価
を
必
要
と
す
る
問
題
は
第
一
次
的
・
優
先
的
に
立
法
者
の
任
務
で

あ
る
と
い
う
点
を
強
調
し
た
上
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
措
置
に
関
わ
る
基
本
権
の
構
成
要
件
を
指
摘
す
る
だ
け
で
当
該
基
本
権
侵
害
に

対
す
る
予
防
策
を
法
律
に
よ
り
具
体
化
す
る
と
い
う
立
法
者
に
課
さ
れ
た
任
務
を
免
れ
る
よ
う
な
立
法
技
術
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展

に
対
応
し
た
新
種
の
捜
査
措
置
を
規
律
す
る
本
件
授
権
規
定
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
特
定
性
の
要
請
を
充
た
す
こ
と
に
な
ら
な
い

と
説
く
。
し
か
も
、
本
件
授
権
規
定
は

｢

態
様
及
び
重
大
さ｣

に
お
い
て
基
本
法
一
○
条
の
侵
害
に
類
す
る
措
置
も
予
定
し
て
い
る
が
、

い
か
な
る
措
置
が
そ
れ
に
該
当
す
る
か
の
具
体
的
な
基
準
が
全
く
明
記
さ
れ
て
い
な
い
点
で
問
題
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

(

４)

合
理
性
・
必
要
性

(319�321)
次
に
判
決
は
本
件
授
権
規
定
の
合
理
性
・
必
要
性
を
審
査
し
、
そ
れ
ら
の
判
断
に
際
す
る

立
法
者
の
大
幅
な
評
価
余
地
を
前
提
に
、
各
要
請
は
充
た
さ
れ
て
い
る
と
判
断
す
る
。
ま
ず
、
合
理
性
の
点
で
は
、｢

テ
ロ｣

等
の
危
険

と
の
対
峙
は
憲
法
上
の
極
め
て
重
要
な
法
益
で
あ
る
国
家
の
安
全
と
国
民
の
生
命
・
身
体
・
自
由
の
安
全
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、

極
右
や

｢

テ
ロ
リ
ス
ト｣

に
よ
る
電
子
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
通
信
手
段
を
利
用
し
た
犯
罪
の
準
備
・
実
行
の
可
能
性
の
増
大
が
憲
法

擁
護
局
の
実
効
的
な
任
務
遂
行
を
妨
げ
て
い
る
現
状
で
は
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
の
秘
密
の
接
続
は
脅
威
状
況
の
解
明
の
可
能
性
を
拡
大
す
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る
点
で
、
目
的
に
対
し
て
合
理
的
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
際
、
判
決
は
、
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
を
用
い
た
秘
密
の
接
続
が
ア
ン
チ
ウ
ィ
ル
ス
・

ソ
フ
ト
に
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
技
術
面
で
の
難
点
や
徴
取
さ
れ
た
情
報
の
公
判
上
の
証
拠
価
値
の
難
点
が
文
献
や
本

件
口
頭
弁
論
の
証
言
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
接
続
が
常
に
失
敗
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
技
術
面
で
の
問
題
は

将
来
的
な
改
善
が
予
測
さ
れ
る
と
し
、
又
、
証
拠
採
用
の
困
難
さ
は
徴
取
さ
れ
る
情
報
の
価
値
自
体
を
貶
め
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
、

危
険
前
段
階
の
予
防
的
な
憲
法
擁
護
局
の
調
査
活
動
に
必
要
な
情
報
は
刑
事
手
続
の
証
拠
と
は
性
格
が
異
な
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
批
判

を
退
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
判
決
は
、
当
該
シ
ス
テ
ム
上
の
デ
ー
タ
を
徴
取
す
る
手
段
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
の
秘
密
の
接
続
と
同

程
度
に
効
果
的
で
、
し
か
し
当
事
者
の
負
担
が
よ
り
軽
い
も
の
は
他
に
存
在
し
な
い
と
立
法
者
が
推
定
し
た
こ
と
も
許
さ
れ
る
判
断
で
あ

る
と
し
、
必
要
性
の
原
則
に
も
違
反
し
な
い
と
認
定
し
た
。

(

５)

狭
義
の
比
例
原
則

(321�327)
し
か
し
な
が
ら
、
判
決
は
本
件
授
権
規
定
が
狭
義
の
比
例
原
則
の
要
請
を
充
た
し
て
い
な

い
と
判
断
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
判
決
は
本
件
授
権
規
定
の
基
本
権
侵
害
の
高
強
度
性
を
論
証
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

の
下
で
デ
ー
タ
保
存
さ
れ
た
文
書
、
画
像
、
音
声
に
は
個
人
の
人
間
関
係
や
生
活
の
営
み
に
関
す
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
個
人
情
報
が
含
ま

れ
、
し
か
も
そ
れ
は
規
模
と
多
様
性
で
従
来
の
情
報
源
を
上
回
る
た
め
、
こ
の
デ
ー
タ
・
ス
ト
ッ
ク
に
国
家
が
接
続
す
れ
ば
、｢

全
体
的

眺
望
の
中
で
高
度
な
デ
ー
タ
が
交
際
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
像
か
ら
当
事
者
の
人
格
ま
で
広
範
に
帰
納
推
論
を
可

能
に
す
る
明
白
な
リ
ス
ク
と
結
び
つ｣

き
、
さ
ら
に
当
該
デ
ー
タ
に
措
置
対
象
者
の
第
三
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
情
報

が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
措
置
は
第
三
者
の
情
報
も
把
握
で
き
る
点
で
著
し
い
面
的
網
羅
性

(Streubreite)

を
持
ち
、
市
民
の
遠

隔
通
信
へ
の
参
加
の
可
能
性
を
制
約
す
る
。
と
く
に
、
本
件
授
権
規
定
が
認
め
る
秘
密
の
接
続
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
長
期
的
監
視
と
継
続

的
な
情
報
徴
取
の
場
合
に
は
、
①
措
置
対
象
者
の
人
格
に
と
っ
て
重
要
な
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
や
シ
ス
テ
ム
接
続
の
た
め
の
パ
ス
ワ
ー
ド

等
の
情
報
の
獲
得
を
可
能
に
す
る
、
②
措
置
対
象
者
が
自
ら
設
定
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
上
の
防
御
手
段
を
毀
損
す
る
、
②
接
続
が
秘
密
に
行
わ
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れ
る
た
め
当
事
者
が
事
前
又
は
事
後
に
裁
判
上
の
救
済
を
求
め
る
可
能
性
を
奪
う
、
③
秘
密
の
接
続
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
完
全
性
を
脅
か

す
と
同
時
に
当
事
者
さ
ら
に
は
第
三
者
の
法
益
を
脅
か
す
た
め
侵
害
が
格
段
に
強
い
も
の
に
な
る
、
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
侵
害
が
適

切
性

(A
ngem

essenheit)

の
観
点
か
ら
許
容
さ
れ
る
条
件
と
し
て
具
体
的
に
提
示
さ
れ
た
の
は
、
①
極
め
て
重
大
な
法
益
に
対
す
る
具

体
的
危
険
の
存
在
、
②
裁
判
官
留
保
、
③
私
生
活
形
成
の
核
心
領
域
の
保
護
、
の
三
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
考
察
か
ら
、

本
件
授
権
規
定
が
こ
れ
ら
の
憲
法
上
の
要
請
を
充
た
し
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

①
具
体
的
な
危
険(327�331)
判
決
は
、
ま
ず
、
極
め
て
強
い
基
本
権
侵
害
に
お
い
て
は
侵
害
の
き
っ
か
け(Eingriffsanlass)

が
ぞ
ん
ざ
い
に
規
律
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
比
例
性
に
反
す
る
と
述
べ
、
①
立
法
者
が

｢

一
方
に
基
本
権
侵
害
の
態
様
と

強
度
と
、
他
方
に
侵
害
を
授
権
し
た
構
成
要
件
要
素
と
の
間
の
均
衡
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら｣

な
い
が
、
②

｢

脅
か
さ
れ
て
い
る
法
益

侵
害
が
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
場
合
で
す
ら
、
十
分
な
発
動
の
蓋
然
性
の
要
請
は
放
棄
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い｣

と
い
う
立
場
を

示
す
。
そ
し
て
、
本
件
授
権
規
定
の
よ
う
な
侵
害
が
適
切
性
を
充
た
す
の
は
、
授
権
規
定
が

｢

当
該
侵
害
を
極
め
て
重
大
な
法
益
に
対
す

る
具
体
的
な
危
険
の
事
実
上
の
手
が
か
り
の
存
在
に
依
存
さ
せ
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る｣

と
す
る
。
そ
の
際
、｢

極
め
て
重
大
な
法
益｣

と
は
、｢

ま
ず
、
人
の
身
体
、
生
命
、
自
由｣

及
び

｢
そ
の
脅
威
が
国
家
の
基
盤
や
存
立
又
は
人
間
の
生
存
の
基
盤
に
関
わ
る
よ
う
な
公

共
の
利
益｣

と
定
義
さ
れ
、
後
者
に
は

｢

例
え
ば
、
生
存
に
関
わ
る
公
的
な
配
慮
施
設

(existenzsichernde�ffentliche
V
ersorgungeinrichtung)

の
本
質
的
部
分
の
機
能
力

(Funktionsf�higkeit)
な
ど
も
含
ま
れ
る｣

と
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
判
決
は
、

当
該
法
益
に
と
っ
て
の｢

具
体
的
な
危
険
の
事
実
上
の
手
が
か
り
が
存
在｣

し
て
い
る
旨
が
授
権
規
定
に
明
記
さ
れ
る
必
要
を
指
摘
す
る
。

す
な
わ
ち
、
秘
密
の
接
続
に
は
、
推
定
や
一
般
的
経
験
則
の
み
で
は
十
分
で
は
な
く
、｢

個
別
の
事
案
、
危
険
が
損
害
に
転
ず
る
時
間
的

近
さ
、
及
び
危
険
惹
起
者(V

erursacher)

た
る
個
人
と
の
関
連｣

と
い
う
三
基
準
で
特
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の

｢

具
体
的
危
険
の
発
生｣

に

予
測
が
関
連
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い｣

と
い
う
の
で
あ
る
。｢

こ
れ
は
、
国
家
の
介
入
が
な
け
れ
ば
見
通
せ
る
時
点
に
お
い
て
規
範
の
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保
護
法
益
に
対
す
る
損
害
が
特
定
の
人
物
に
よ
り
惹
起
さ
れ
る
と
い
う
十
分
な
蓋
然
性
が
個
別
事
案
に
お
い
て
存
在
す
る
事
実
状
態
の
こ

と
で
あ
る｣

。
し
か
し
な
が
ら
、｢

危
険
が
確
実
に
近
い
将
来
に
お
い
て
発
生
す
る
と
い
う
十
分
な
蓋
然
性
が
い
ま
だ
確
認
し
え
な
い
場
合｣

で
も
、｢
特
定
の
事
実
が
個
別
具
体
的
な
事
案
に
お
い
て
脅
か
さ
れ
て
い
る
極
め
て
重
大
な
法
益
に
対
す
る
危
険
を
証
明
す
る
限
り
に
お

い
て｣

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
の
接
続
は
、
正
当
化
さ
れ
る
と
判
決
は
い
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
事
実
は
、｢

一
方
で
は
、
少
な
く
と
も
そ

の
方
法
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
時
間
的
に
見
通
せ
る
出
来
事
に
対
す
る
推
論
を
許
し
、
且
つ
他
方
に
お
い
て
、
そ
の
本
人
特
定
性
に
つ
い

て
少
な
く
と
も
、
監
視
措
置
が
当
人
を
目
標
と
し
て
講
じ
ら
れ
、
且
つ
そ
れ
に
限
定
さ
れ
う
る
程
度
に
は
明
確
な
も
の
で
あ
る
よ
う
な
特

定
の
人
物
が
関
与
し
て
い
る
と
い
う
推
論
を
許
す
も
の｣

が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
授
権
規
定
の
定
め
る｢

保
護
法
益
に
と
っ

て
の
個
別
事
例
で
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
具
体
的
な
危
険
の
前
段
階
に
ま
で
事
実
上
の
侵
害
の
き
っ
か
け
が
さ
ら
に
広
く
拡
大
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
場
合｣

に
は
基
本
権
侵
害
の
重
大
さ
が
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
憲
法
上
許
容
し
え
な
い
と
判
示
す
る
。
そ
し
て
判
決
は
、
措
置
の

実
施
機
関
の
違
い
は
侵
害
を
被
る
措
置
当
事
者
に
と
っ
て
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
る
以
上
、
こ
の
憲
法
上
の
要
請
を
警
察
に
も
公
安
機
関

に
も
等
し
く
妥
当
す
る
と
解
す
る
。
こ
の
点
、
本
件
授
権
規
定
に
お
け
る
州
憲
法
擁
護
局
に
よ
る
諜
報
的
措
置
の
発
動
条
件
は
、｢

当
該

方
法
に
よ
っ
て
憲
法
敵
対
的
企
て
に
関
す
る
情
報
が
獲
得
さ
れ
う
る
と
い
う
推
定
に
関
す
る
事
実
上
の
手
が
か
り
に
す
ぎ
ず｣

、｢

侵
害
に

対
す
る
構
成
要
件
の
見
地
か
ら
も
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
法
益
の
重
大
さ
の
見
地
か
ら
も
、
十
分
な
実
質
的
侵
害
境
界
値
で
は
な
い｣

と
さ

れ
る
。

②
裁
判
官
留
保

(

令
状
留
保)

(331�335)
―
―
次
に
判
決
は
、
本
件
侵
害
正
当
化
の
第
二
の
条
件
と
し
て
、｢

当
事
者
の
利
益
を
手

続
法
上
守
る
た
め
の
適
切
な
法
律
上
の
予
防
策｣

の
存
在
、
具
体
的
に
は
、｢

独
立
且
つ
中
立
的
機
関
に
よ
る
事
前
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル｣

で
あ
る
裁
判
官
令
状
の
留
保
を
挙
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
授
権
規
定
の
定
め
る
侵
害
要
件
の
遵
守
の
有
無
を
審
査
対
象

と
す
る
た
め
、
法
が
規
律
し
て
い
な
い
侵
害
境
界
値
を
補
う
機
能
は
果
た
せ
な
い
と
し
て
も
、
し
か
し
、｢

当
事
者
自
身
が
措
置
の
秘
密
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性
の
た
め
に
自
己
の
利
益
を
事
前
に
維
持
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
に
お
い
て
、
秘
密
の
捜
査
措
置
に
関
す
る
決
定
が
当
事
者
の
利
益

を
十
分
に
考
慮
し
て
下
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
し
う
る｣

と
い
う
の
で
あ
る
。
判
決
も
、
一
般
論
と
し
て
事
前
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
い
か
な
る

機
関
が
い
か
な
る
手
続
で
行
う
か
の
判
断
は
立
法
者
に
裁
量
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
本
件
の
よ
う
な
特
に
強
い
基
本
権
侵
害
を
伴
う
措

置
に
つ
い
て
は
裁
量
は
収
縮
し
、
原
則
と
し
て
裁
判
官
の
令
状
が
要
請
さ
れ
、
し
か
も
、｢

裁
判
官
が
予
定
さ
れ
て
い
る
措
置
の
適
法
性

を
十
分
に
審
査
し
、
理
由
を
文
書
で
付
記
す
る
こ
と
が
条
件｣

だ
と
す
る
。
も
と
よ
り
、｢

切
迫
し
た
危
険｣

(G
efahr

im
V
erzug)

の

よ
う
な
緊
急
の
場
合
に
裁
判
所
以
外
の
機
関
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
付
託
す
る
こ
と
は
例
外
的
に
許
さ
れ
う
る
が
、
そ
の
際
に
も
、
①
当
該

機
関
が
裁
判
所
と
同
様
の
独
立
性
と
中
立
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
、
又
は
中
立
的
な
機
関
に
よ
る
終
局
的
な
審
査
が
留
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
②
理
由
付
記
な
ど
の
要
請
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
Ｇ
10
法
三
条
一
項
一
文
は
同
法
の
定
め
る
犯

罪
を
何
人
か
が
計
画
、
着
手
、
実
行
し
て
い
る

｢

疑
い
に
対
す
る
事
実
上
の
手
が
か
り｣

だ
け
で
監
視
措
置
を
認
め
て
お
り
、
又
、
Ｇ
10

法
一
○
条
は
州
憲
法
擁
護
局
の
申
立
て
に
基
づ
き
所
轄
の
州
最
高
官
庁
が
監
視
措
置
の
事
前
命
令
を
発
す
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
裁
判

官
留
保
又
は
こ
れ
と
同
等
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
制
度
を
規
定
し
て
お
ら
ず

(

Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
Ｇ
10
法
三
条
六
項
が
規
定
す
る
州
Ｇ
10
委
員
会
に
よ

る
事
前
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
、
本
件
授
権
規
定
で
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い)

、
州
最
高
官
庁
は
裁
判
所
と
同
等
の
独
立
・
中
立
性
を
有
し
て

い
な
い
以
上
、
同
法
の
引
証
だ
け
で
は
憲
法
上
の
要
請
と
し
て
の
事
前
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
保
障
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い
。

③
私
生
活
形
成
の
核
心
領
域
の
保
護

(335�339)
―
―
第
三
に
判
決
は
、
公
共
の
重
大
な
利
益
保
護
が
目
的
の
立
法
で
あ
ろ
う
と
も

絶
対
的
に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
生
活
形
成
の
核
心
領
域
へ
の
侵
害
を
回
避
す
る
た
め
の
十
分
な
予
防
策
が
本
件
授
権
規
定
に

は
欠
け
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
日
記
的
な
記
録
や
私
的
な
録
画
・
録
音
な
ど

｢

高
度
に
個
人
的
な
内
容
の

デ
ー
タ｣

の
作
成
・
保
存
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
へ
の
秘
密
の
接
続
、
記
録
媒
体
の
点
検
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
監
視
等

が
核
心
領
域
に
属
す
る
個
人
デ
ー
タ
を
徴
取
す
る
危
険
性
は
高
く
、
し
か
も
措
置
の
秘
密
性
の
た
め
に
措
置
対
象
者
が
異
議
申
立
を
行
う
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機
会
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
よ
う
な
危
険
を
遮
断
す
る
適
切
な
手
続
的
予
防
策
が
法
律
に
よ
り
規
律
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
際
に
核
心
領
域
保
護
が

｢

二
段
階
の
保
護
コ
ン
セ
プ
ト
の
枠
内
で
保
障
さ
れ
て
い
る｣

こ
と
を
求
め
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
段
階
の

保
護
は
、
核
心
領
域
に
関
わ
る
デ
ー
タ
が
Ｉ
Ｔ
技
術
上
・
捜
査
技
術
上
可
能
な
限
り
徴
取
さ
れ
な
い
こ
と
を
法
律
で
明
記
す
る
こ
と
で
あ

る
。
と
く
に

｢
個
別
具
体
的
な
事
案
に
お
い
て
特
定
の
デ
ー
タ
徴
取
が
私
生
活
の
核
心
領
域
に
関
わ
る
こ
と
を
示
す
具
体
的
な
手
が
か
り

が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
当
該
徴
取
は
行
わ
れ
て
は
な
ら
な
い｣

(

た
だ
し
監
視
妨
害
の
目
的
で
核
心
領
域
に
属
す
る
内
容

と
犯
罪
等
に
関
わ
る
内
容
が
意
図
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
中
に
混
在
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す

｢

具
体
的
な
手
が
か
り｣

が
存
在
す

る
場
合
は
こ
の
例
外
と
さ
れ
る)
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
が
核
心
領
域
に
関
わ
る
か
否
か
は
徴
取
措
置
実
施
前
の
段
階
で
は
明
ら
か
で
な
い

場
合
が
多
い
た
め
、
第
二
段
階
の
保
護
と
し
て
、
核
心
領
域
に
関
わ
る
デ
ー
タ
が
徴
取
さ
れ
た
場
合
で
も
、
核
心
領
域
侵
犯
の
強
度
と
措

置
対
象
者
の
人
格
発
展
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
適
切
な
手
続
規
定
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
点
で
極
め
て
重
要
な
の
が
、

｢

措
置
対
象
者
の
利
益
を
十
分
に
考
慮
し
た
適
切
な
手
続｣

を
踏
ま
え
た
被
徴
取
デ
ー
タ
の
事
後
点
検

(D
urchsicht)

の
存
在
で
あ
り
、

こ
の
過
程
で
核
心
領
域
に
関
わ
る
デ
ー
タ
の
徴
取
が
判
明
し
た
場
合
に
は
速
や
か
に

(unverz�glich)
抹
消
さ
れ
、
そ
の
提
供
や
利
用

が
行
わ
れ
な
い
旨
が
規
律
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
引
証
さ
れ
て
い
る
Ｇ
10
法
は
こ
の
よ
う
な
核
心
領
域

保
護
規
定
を
置
い
て
い
な
い
た
め
、
本
件
授
権
規
定
に
お
け
る
核
心
領
域
保
護
規
定
の
不
在
と
い
う
瑕
疵
を
治
癒
す
る
も
の
で
は
な
い
と

判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(

６)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
解
析

(Internetaufkl�rung
)

そ
の
他

(340�350)
以
上
の
理
由
か
ら
本
件
授
権
規
定
に
お
け
る
Ｉ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
の
秘
密
接
続
の
部
分

(

第
二
肢)

は
無
効
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
判
決
は
同
規
定
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
秘
密
の
見
張
・
解

析
に
関
す
る
授
権
部
分

(

第
一
肢)

も
基
本
法
一
○
条
一
項
等
に
違
反
し
無
効
と
し
た
。
し
か
し
同
時
に
判
決
は
、
一
般
論
と
し
て
官
庁

が
一
般
的
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
手
段
に
よ
る
個
人
関
連
情
報
の
取
得
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
覆
面
捜
査
官
型
の
詐
術
を

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

一
七



用
い
た
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ン
タ
ク
ト
の
よ
う
な

｢

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
相
手
の
完
全
性
と
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
保
護
に
値
す
る

信
用｣
を
利
用
し
た
捜
査
で
な
け
れ
ば
情
報
自
己
決
定
権
の
侵
害
に
当
た
ら
ず
、
ま
し
て
純
粋
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
解
析
措
置
は
、｢

コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
相
手
の
本
人
確
認
性
と
正
直
さ
へ
の
信
用
は
保
護
に
値
せ
ず｣

、
い
か
な
る
基
本
権
侵
害
も
生
じ
な
い
と
い
う
傍
論

的
な
説
示
を
加
え
て
い
る

(

Ⅱ

[340�346])
。
さ
ら
に
判
決
は
、
五
条
二
項
一
一
号
は
全
体
と
し
て
無
効
の
た
め
五
条
三
項
及
び
一
七

条
に
関
す
る
審
査
の
必
要
は
な
い
と
し

(

Ⅲ

[346])

、
最
後
に
金
融
機
関
を
通
じ
て
の
預
金
状
況
や
取
引
状
況
に
関
す
る
情
報
徴
取
を

授
権
し
た
五
ａ
条
に
つ
い
て
は
情
報
自
己
決
定
権
の
許
さ
れ
る
侵
害
と
し
て
合
憲
判
断
を
下
し
て
い
る
が

(

Ⅳ

[346�350])

、
こ
こ
で

は
そ
の
論
旨
は
省
略
す
る
。

３

検
討

｢

こ
こ
十
年
で
こ
れ
ほ
ど
学
問
上
・
政
治
上
の
注
目
を
集
め
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い

(�)｣

と
も
評
さ
れ
る
本
判
決
に
は
多
様
な
論
点
が

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
全
体
像
の
把
握
と
本
格
的
な
考
察
の
た
め
に
は
別
稿
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
判
決
が
認
知
し
た
Ｉ
Ｔ
基
本
権

(

判

決
の
言
葉
で
は

｢

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
秘
密
性
と
完
全
性
の
保
障
に
対
す
る
基
本
権

(�)｣)

と
、
通
信
の
秘
密
、
住
居
不
可
侵
、
自
己
決
定
権

と
い
う
既
存
の
基
本
権
と
の
連
関
を
検
討
す
る
だ
け
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
権
に
ま
つ
わ
る
豊
富
な
議
論
蓄
積
を
踏
ま
え
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
の
他
に
も
Ｉ
Ｔ
基
本
権
の
客
観
法
的
性
格
に
関
わ
る
問
題
や
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
私
法
上
の
保
護
の
要
請
の
点
な
ど
広
い
奥
行
を
持

つ
論
点
が
控
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
判
決
に
対
す
る
評
釈
等
を
参
考
に
し
た
論
点
整
理
と
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
本
稿
な

り
の
若
干
の
考
察
を
行
う
に
と
ど
め
、
次
章
に
つ
な
げ
た
い
。

(

１)
｢

新
し
い
基
本
権｣

の
導
出

本
判
決
が
世
論
や
学
説
の
耳
目
を
引
い
た
の
は
、
な
に
よ
り
も
Ｉ
Ｔ
基
本
権
と
い
う
新
し
い

基
本
権
コ
ン
セ
プ
ト
が
語
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
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①
概
念
―
―
こ
の
基
本
権
は

｢

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム｣

、｢

秘
密
性｣

、｢

完
全
性｣

と
い
う
三
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
判
決
が
念

頭
に
お
く

｢

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム｣

に
つ
い
て
は
先
に
説
明
し
た
。｢

秘
密
性｣

と

｢

完
全
性｣

の
意
味
に
つ
い
て
は
Ｔ
・
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル

デ
の
判
例
評
釈
が
参
考
に
な
る

(�)
。
そ
れ
に
よ
れ
ばV

ertraulichkeit

と
し
て
事
実
上
判
決
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、｢

国
家
に
よ
る

(

秘
密
の)
覗
き
や
監
視
か
ら
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
作
成
さ
れ
、
当
該
シ
ス
テ
ム
の

『

中
に』

保
存
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
状
態
の
保
護
に

対
す
る
信
用

(V
ertrauen)｣

の
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
の
信
用
こ
そ
が
、｢

個
人
の
本
人
関
連
デ
ー
タ
を
一
回
又
は
繰
り
返
し
ア
ク
セ
ス
で

き
る
動
態
的
な
全
体
に
纏
め
上
げ
、
し
た
が
っ
て
不
正
な
接
続
の
下
で
当
事
者
を
彼
の
個
人
的
な
生
活
の
営
み
の
点
で
丸
裸
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
媒
介
能
力｣

を
左
右
す
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、｢

完
全
性｣

と
は
第
三
者
に
よ
る
覗
き
見
、
監
視
、
操
作

か
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
無
傷
性

(U
nversehrheit)

が
含
意
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
実
際
に
個
人
デ
ー
タ
を
覗
き
見
ら
れ
た
か
ど
う
か

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

に
関
わ
ら
ず
シ
ス
テ
ム
の
無
傷
性
を
損
な
う
侵
入
―
―
そ
れ
は
シ
ス
テ
ム
の
信
用
を
傷
つ
け

(kom
prom

ittieren)

、
シ
ス
テ
ム
に
何
ら

・
・
・
・
・

か
の
障
害
を
も
た
ら
し
、
第
三
者
に
よ
る
不
正
操
作
の
原
因
に
も
な
る
―
―
そ
れ
自
体
が
、
基
本
権
侵
害
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と

い
う
。

｢

完
全
性
の
保
障｣

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
、
こ
の
よ
う
な
危
険
か
ら
の
保
護
が
含
意
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が

(�)

、
個
人
の
パ
ソ

コ
ン
の
秘
密
性
と
は
独
立
に
、
右
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
完
全
性
の
保
護
が
当
該
基
本
権
の
内
容
と
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
し
よ

う
。｢

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
秘
密
性
と
完
全
性
の
保
障｣

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
一
般
的
人
格
権
か
ら
導
き
出
す
と
い
う
発
想
は
本
件
異
議

申
立
人
の
中
に
す
ら
明
確
な
か
た
ち
で
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず

(�)
、
ま
さ
し
く
連
邦
憲
法
裁
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
産
物
で
あ
る
が
、
情
報
通
信
や

住
居
内
で
の
会
話
が
公
権
力
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
が
も
た
ら
す

｢
信
用｣

失
墜
の
危
険
性
は
従
来
か
ら
文
献
の
中
で
語
ら
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り

(�)

、
そ
れ
を
独
自
の
基
本
権
の
保
護
範
囲
と
し
て
設
定
し
直
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

②
基
本
法
一
三
条
と
の
関
係
―
―
し
か
し
、
基
本
法
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
基
本
権
を
解
釈
に
よ
っ
て
導
出
す
る
以
上
、
他
の
基
本
権

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

一
九



と
の
関
係
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
実
際
、
本
判
決
以
前
、
す
な
わ
ち
連
邦
最
高
裁
決
定
後
に
盛
ん
に
な
っ
た

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜

索｣
の
憲
法
的
限
界
に
関
す
る
論
議
の
中
心
舞
台
は
基
本
法
一
三
条
の
住
居
の
不
可
侵
性
の
保
障
で
あ
っ
た
。
有
力
な
見
解
は
、
個
人
の

パ
ソ
コ
ン
に
保
存
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
一
三
条
の
保
護
範
囲
の
問
題
と
捉
え
た
上
で
、
刑
事
訴
追
目
的
で
の

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

に
つ
い

て
は
、
基
本
法
改
定
に
よ
る
明
示
が
な
い
限
り
許
さ
れ
な
い
と
説
く
も
の
で
あ
っ
た

(�)

。
家
宅
侵
入
を
伴
わ
な
い

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

は

同
条
三
項
を
根
拠
と
す
る
刑
事
訴
追
目
的
の
聴
覚
的
監
視
と
は
解
し
難
く
、
同
条
四
項
を
根
拠
と
す
る

｢

住
居
の
監
視
の
た
め
の
技
術
的

手
段｣

の
使
用
は
危
険
防
除
目
的
で
認
め
ら
れ
る
措
置
だ
か
ら
で
あ
る

(

Ｎ
Ｒ
Ｗ
憲
法
擁
護
法
に
基
づ
く
公
安
情
報
収
集
の
た
め
の

｢

オ

ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

も
同
じ
こ
と
が
言
え
る

(�))

。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
基
本
法
改
定
を
視
野
に
入
れ
た
立
法
論
が
政
治
的
に
登
場
し
て
い
た

の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
が
、
連
邦
議
会
の
三
分
の
二
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
基
本
法
改
定
の
現
実
性
を
考
え
れ
ば

｢

法
政
策
上
の
死

(�)｣

に

他
な
ら
な
い
。
仮
に
、｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

を
同
条
三
項
又
は
四
項
で
根
拠
付
け
る
か
、
あ
る
い
は
同
条
二
項
の

｢

捜
索｣

(

こ
れ
も
物

理
的
な
住
居
へ
の
立
入
り
を
意
味
す
る
た
め
本
来
は
無
理
が
あ
る)

で
説
明
を
つ
け
る
と
し
て
も
、
こ
の
場
合
に
は
、
裁
判
官
留
保
や

｢

切
迫
し
た
危
険｣

(G
efahr

im
V
erzug)

の
存
在
と
い
っ
た
基
本
法
上
の
厳
格
な
要
件
に
加
え
て
、｢

核
心
領
域｣

の
絶
対
的
保
護
と

い
う
判
例
上
確
立
さ
れ
た
原
則
の
遵
守
が
立
法
上
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
三
条
保
護
範
囲
肯
定
説
に
は
批
判
も
少

な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
①
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
や
携
帯
電
話
は
通
常
住
居
外
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
、
②
一
三
条
の
保

護
法
益
は
住
居
と
い
う
空
間
的
バ
リ
ア
に
お
け
る
秘
密
の
行
動
で
あ
る
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
作
業
に
は
そ
の
よ
う
な
性
格
が
欠
け
て
い

る
、
③
住
居
の
不
可
侵
性
は
静
穏
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
と
は
目
的
が
真
逆

で
あ
る
、
な
ど
の
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(�)
。
否
定
説
の
多
く
は
、｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

を
情
報
自
己
決
定
権
侵
害
の
問
題
と
捉
え
る

(�)

。

一
三
条
保
護
範
囲
肯
定
説
か
ら
す
れ
ば
、
一
三
条
よ
り
も
基
本
法
明
文
上
の
制
約
の
少
な
い
自
己
決
定
権
に
舞
台
を
移
す
こ
と
は

｢

オ
ン

ラ
イ
ン
捜
索｣

の
安
易
な
正
当
化
を
招
く
も
の
と
映
る
が
、
後
者
の
説
に
お
い
て
も

｢
単
な
る
情
報
自
己
決
定
権
の
―
し
か
し
重
大
な
―
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侵
害

(�)｣

と
受
け
と
め
、
私
生
活
形
成
の
核
心
領
域
の
絶
対
的
保
護
を
要
請
し
た
り
、
侵
害
に
比
例
す
る
厳
し
い
境
界
値
を
設
定
す
れ
ば
両

者
の
対
立
は
相
対
化
さ
れ
る
は
ず
で
あ
り

(�)
、
本
判
決
は
そ
の
よ
う
な
方
向
を
選
択
し
た
と
い
え
る
。
連
邦
憲
法
裁
は
、｢

一
方
で
完
全
な

侵
害
禁
止
を
打
ち
立
て
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
他
方
で
は
侵
害
の
正
当
化
に
伴
う
要
請
を
強
固
な
も
の
と
把
握
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、

『

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索』

を
め
ぐ
る
政
治
的
な
論
議
に
現
行
憲
法
解
釈
論
上
の

(de
constituione

lata)

調
停
的
な
出
口
を
示
し
た
の
で

あ
る

(�)｣

。
そ
れ
ゆ
え
、
保
護
範
囲
否
定
説
の
側
か
ら
は
本
判
決
の
一
三
条
解
釈
は
好
意
的
に
受
け
と
め
ら
れ
た
が
、
他
方
、
一
三
条
保
護

範
囲
肯
定
説
か
ら
は
、
捜
索
対
象
者
に
と
っ
て
Ｉ
Ｔ
機
器
が
住
居
内
に
あ
る
か
外
に
あ
る
か
の
区
別
は
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
る
し
、
保

護
範
囲
の
限
定
は
監
視
技
術
の
高
度
化
の
前
に
一
三
条
の
意
義
を
低
減
さ
せ
か
ね
な
い
と
い
う
批
判
が
出
る
こ
と
に
な
る

(�)

。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
現
状
の
技
術
で
は
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
侵
入
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
成
功
の
確
率
は
な
お
高
く
な
く
、
並
行
し
て
秘
密
の
住
居
立

入
り
に
よ
り
パ
ス
ワ
ー
ド
情
報
を
取
得
し
た
り
、
直
接
に
パ
ソ
コ
ン
に
侵
入
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
状
況
が
予
想
さ
れ
、
運
用
上

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

に
お
け
る
基
本
法
一
三
条
の
出
番
は
け
し
て
少
な
く
は
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
こ
う

(�)

。

③
基
本
法
一
○
条
と
の
関
係
―
―
本
判
決
で
は
、
基
本
法
一
○
条
の
通
信
の
秘
密
の
保
障
に
つ
い
て
も
、
通
信
切
断
後
の
情
報
徴
取
を

基
本
権
一
○
条
の
保
護
範
囲
か
ら
外
し
た
が
、
こ
れ
は
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に
保
存
さ
れ
た
Ｅ
メ
ー
ル
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
、
携
帯
メ
ー

ル
等
の
通
信
記
録
の
捜
索
を
目
的
と
す
る
当
該
機
器
の
押
収
に
関
し
て
二
○
○
六
年
に
第
二
法
廷
が
下
し
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
決
定

(B
verfG

E
115,

166
[187�190])

の
判
断
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
新
規
な
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の

決
定
の
示
し
た
法
理
自
体
へ
の
批
判
も
少
な
く
な
く

(�)
、
一
○
条
の
射
程
限
定
に
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
と
は
い
え
本
判
決
で
は
、
一
三

条
と
は
対
照
的
に
、
一
○
条
と
Ｉ
Ｔ
基
本
権
の
部
分
的
な
競
合
関
係
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
と
く
に
源
泉
型
電
子
通
信
監
視
が
通
話
以
外

の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
内
の
情
報
も
同
時
に
徴
取
す
る
こ
と
で
シ
ス
テ
ム
の
完
全
性
を
害
す
る
場
合
に
は
、
Ｉ
Ｔ
基
本
権
に
よ
る
保
護
が
及
ぶ

と
解
さ
れ
て
い
る

(�)

。

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

二
一



④
情
報
自
己
決
定
権
と
の
関
係
―
―
さ
ら
に
、
一
般
的
人
格
権
か
ら
連
邦
憲
法
裁
の
解
釈
に
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
権
利
と
い
う
点
で
Ｉ

Ｔ
基
本
権
と
出
所
を
同
じ
く
す
る
情
報
自
己
決
定
権
と
の
関
係
に
お
い
て
、
本
判
決
は
よ
り
多
く
の
批
判
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
遡
っ
て
み

る
に
、
国
勢
調
査
判
決
以
来
、
連
邦
憲
法
裁
は
情
報
自
己
決
定
権
の
射
程
拡
大
に
努
め
て
き
た
。
前
記
の
第
二
法
廷
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ

決
定
は
、
通
信
切
断
時
の
携
帯
電
話
の
保
存
情
報
等
に
つ
い
て
基
本
法
一
○
条
の
保
護
範
囲
か
ら
外
す
一
方
で
、
こ
れ
ら
を
情
報
自
己
決

定
権
の
保
護
範
囲
の
問
題
と
し
て
処
理
し
た

(B
V
erfG

E
115,

166
[187�190])

。
第
一
法
廷
自
身
も
本
件
の
わ
ず
か
一
年
前
の
口

座
調
査
決
定

(B
V
erfG

E
118,

168
[183

f.])

で
は
、
国
勢
調
査
判
決
に
依
拠
し
な
が
ら
情
報
自
己
決
定
権
の
拡
大
解
釈
を
試
み
て

い
る
。
本
稿
第
二
章
ラ
ス
タ
ー
捜
査
で
も
、
措
置
の
面
的
広
範
性
を
自
己
決
定
権
侵
害
認
定
の
決
め
手
と
し
た
の
で
あ
っ
た

(B
V
erfG

E

115,
320.

本
稿
第
二
章
参
照)
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
授
権
規
定
も
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
と
同
様
に
情
報
自
己
決
定
権

の
問
題
と
し
て
カ
バ
ー
で
き
る
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
出
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
本
判
決
に
お
け
る
新
た
な
基
本
権

の
創
出
は
、
情
報
自
己
決
定
権
の
射
程
を
狭
め
る
こ
と
で
そ
の
基
本
権
保
障
の
能
力
を
削
い
だ
点
で
、｢

単
に
余
計
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

基
本
権
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
に
間
違
っ
た
途
を
示
す
も
の｣

と
厳
し
く
批
判
す
る
評
釈
も
あ
る
。
秘
密
の
接
続
が
個
々
の
個
人
デ
ー
タ
の
取

得
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
侵
害
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
の
こ
と
情
報
自
己
決
定
権
の
保
護
範
囲
と
し
て
構
成
す
べ
き
で
あ
り
、

｢

そ
こ
か
ら
情
報
自
己
決
定
に
対
す
る
次
に
来
る
大
規
模
攻
撃
の
備
え
と
な
る
よ
う
な
比
例
性
審
査
の
た
め
の
基
準
を
発
達
さ
せ
る
方
が

適
切
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る｣

と
い
う
の
で
あ
る

(�)
。
と
く
に
本
判
決
が
情
報
自
己
決
定
権
を
も
っ
ぱ
ら
個
人
デ
ー
タ
の
保
護
を
対
象
と
し

た
も
の
と
限
定
的
に
把
握
し
た
点
は
、
国
勢
調
査
判
決
に
お
け
る
情
報
自
己
決
定
権
へ
の
理
解
と
の
不
整
合
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
人
格

の
生
活
形
成
の
本
質
的
部
分
の
閲
覧
を
可
能
に
す
る
パ
ソ
コ
ン
へ
の
侵
入
行
為
を
、
従
来
の
判
例
が
情
報
自
己
決
定
権
の
名
で
保
護
し
て

き
た
デ
ー
タ
の
獲
得
・
変
更
と
同
種
の
も
の
と
把
握
す
る
こ
と
が
な
ぜ
に
不
可
能
な
の
か
を
本
判
決
は
明
確
に
は
説
明
し
て
い
な
い
と
い

う
の
で
あ
る

(�)

。
確
か
に
本
判
決
で
は
、
Ｉ
Ｔ
基
本
権
の
保
護
範
囲
か
ら
外
れ
る
と
さ
れ
た
一
般
に
公
開
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情

島
大
法
学
第
五
三
巻
第
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報
解
析
や
、
金
融
機
関
か
ら
の
取
引
情
報
の
提
供
等
に
つ
い
て
は
、
自
己
情
報
決
定
権
の
保
護
範
囲
に
す
ら
含
め
な
い
か
、
又
は
保
護
範

囲
に
該
当
す
る
と
し
た
上
で
簡
単
に
侵
害
を
正
当
化
し
て
お
り

(

後
述

(

７)

参
照)

、
批
判
的
評
者
の
こ
の
よ
う
な
危
惧
も
理
由
の
な

い
こ
と
で
は
な
い

(�)
。

他
方
、
こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し
て
、
判
決
擁
護
の
論
陣
を
張
る
の
が
Ｗ
・
ホ
フ
マ
ン
―
リ
ー
ム
と
、
判
決
当
時
、
ホ
フ
マ
ン
―
リ
ー

ム
付
の
連
邦
憲
法
裁
調
査
官
で
あ
っ
た
Ｍ
・
ベ
ッ
カ
ー
で
あ
る

(�)

。
ベ
ッ
カ
ー
は
、
Ｉ
Ｔ
基
本
権
を
有
害
・
不
必
要
と
す
る
評
釈
を
、
情
報

自
己
決
定
権
の
力
へ
の
過
大
評
価
だ
と
批
判
す
る
。
ホ
フ
マ
ン
―
リ
ー
ム
や
ベ
ッ
カ
ー
か
ら
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
ス
タ
ー
ト
点
と
し
て
の

国
勢
調
査
判
決
自
体
が
情
報
自
己
決
定
権
の
意
味
を
正
確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
勢
調
査
判
決
は
、
こ
の
権
利
を
自
由

権
と
し
て
の
み
捉
え
、
国
家
機
関
に
よ
る
個
人
情
報
の
徴
取
、
保
存
、
利
用
、
提
供
を
当
該
権
利
の
侵
害
と
推
定
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

行
政
手
続
の
ほ
と
ん
ど
は
特
定
個
人
の
何
ら
か
の
情
報
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
つ
以
上
、
こ
の
判
決
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
公
権
力
の

情
報
収
集
活
動
等
の
内
で
人
格
に
と
り
重
大
な
も
の
と
些
細
な
も
の
の
区
別
無
し
に
法
律
の
留
保
を
求
め
る
と
い
う
不
都
合
を
招
き
、
比

例
性
衡
量
の
基
準
も
不
明
確
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
国
勢
調
査
判
決
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
批
判
す
る
論
者
た
ち

(

そ

の
代
表
論
者
こ
そ
ホ
フ
マ
ン
―
リ
ー
ム
で
あ
る)

(�)
は
、
個
人
関
連
デ
ー
タ
な
い
し
は
情
報
の
社
会
的
環
境
へ
の
依
存
性
を
強
調
し
、
情
報

自
己
決
定
権
の
本
質
を
当
該
デ
ー
タ
・
情
報
へ
の
国
家
の
関
わ
り
を
プ
ロ
セ
ス
化
・
透
明
化
す
る
一
方
、
当
事
者
に
個
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
過
程
へ
の
自
己
決
定
的
参
加
権
を
付
与
す
る
こ
と
で
人
格
の
保
護
と
発
展
に
資
す
る
と
い
う
点
に
見
出
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
社

会
連
関
説
に
与
し
な
が
ら
ベ
ッ
カ
ー
は
、
情
報
自
己
決
定
権
の
機
能
的
側
面
の
二
重
性
に
着
眼
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
権
利
の
第
一

の
そ
し
て
主
要
な
機
能
は
、
デ
ー
タ
や
情
報
へ
の
国
家
の
関
わ
り
を
法
で
規
律
さ
せ
、
も
っ
て
当
事
者
に
十
分
な
認
識
可
能
性
と
影
響
可

能
性
を
保
障
す
る
と
い
う
、
客
観
法
的
要
請
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、｢

真
性
の｣

侵
害
防
禦
権
と
し
て
の
情
報
自
己
決
定
権
の
側
面
で

あ
る
。
こ
の
場
合
、
情
報
自
己
決
定
権
は
、
デ
ー
タ
や
情
報
が
特
定
の
文
脈
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
人
格
へ
の
脅
威
に

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

二
三



対
し
て
脅
威
発
生
時
点
で

(punktuell)

対
応
し
は
す
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
自
体
保
護
に
値
す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
退
避
圏
ま
で
の
射

程
は
持
た
な
い
。
こ
の
よ
う
に
自
己
決
定
権
の
射
程
を
限
定
し
た
場
合
、
そ
の
隙
間
を
埋
め
る
Ｉ
Ｔ
基
本
権
と
い
う
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト

が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
っ
て
く
る

(�)
。
な
ぜ
な
ら
後
者
の
権
利
は
、
発
生
時
点
的
脅
威
状
態
だ
け
で
は
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
領
域
全
般

を
保
護
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
個
人
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
、
個
別
具
体
的
な
事
例
に
お
い
て
個
人
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な

デ
ー
タ
が
徴
取
さ
れ
る
か
否
か
と
は
無
関
係
に
、
国
家
に
よ
る
覗
き
見
か
ら
保
護
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
情
報
自
己
決
定
権
を
可
能

な
限
り
包
括
的
な
か
た
ち
で
国
家
及
び
私
人
に
よ
る
情
報
取
扱
い
の
一
般
条
項
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
と
考
え
る
ベ
ッ
カ
ー
は
、
Ｉ
Ｔ
基

本
権
と
の
役
割
分
担
に
よ
る
自
己
決
定
権
の
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
上
の
負
担
軽
減
を
期
待
し
て
い
る

(�)

。
ま
た
、
Ｔ
・
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
は
、

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

が
情
報
自
己
決
定
権
侵
害
と
さ
れ
た
従
来
の
措
置
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
侵
害
境
界
値

(

極
め
て
重
大
な
法
益
に

対
す
る
具
体
的
な
危
険
、
裁
判
官
留
保
、
私
生
活
形
成
の
核
心
領
域)

を
必
要
と
す
る
た
め
、
比
例
原
則
の
統
一
性
の
維
持
と
い
う
法
技

術
上
の
観
点
か
ら
も
Ｉ
Ｔ
基
本
権
と
い
う
新
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
創
設
も
正
当
化
さ
れ
う
る
と
説
明
し
て
い
る

(�)

。

右
に
見
て
き
た
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
基
本
権
不
要
・
有
害
論
と
必
要
論
と
の
対
立
は
、
単
に
保
護
範
囲
の
役
割
分
担
の
問
題
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
す
ぐ
後
で
も
触
れ
る
基
本
権
の
客
観
法
的
側
面
の
問
題
や
解
釈
方
法
論
と
し
て
の
保
護
範
囲
の
限
定
の
問
題
等
と
も
連
関
す
る
根

の
深
い
対
抗
軸
が
背
後
に
控
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
電
子
通
信
回
線
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
公
権
力
に
よ
る
個
人
情
報
徴
取

に
対
す
る
情
報
自
己
決
定
権
の

｢

機
能
不
全｣

は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
再
検
討
が
主
張
さ
れ
る
流
れ

(�)

の
中
で
本
判
決
が
ど
の
よ

う
な
位
置
づ
け
を
占
め
る
か
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
問
題
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
さ
し
あ
た
り
十
分
で
あ
る
。

(

２)
｢

新
し
い
基
本
権｣

の
意
義－

客
観
法
・
保
護
義
務
論
・
脱
個
人
化

連
邦
憲
法
裁
が
激
し
い
批
判
を
覚
悟
の
上
で
新
た
な

基
本
権
を
案
出
し
た
説
明
と
し
て
、
こ
の
基
本
権
の
性
格
を
主
観
的
権
利
で
は
な
く
客
観
的
法
と
捉
え
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
見
方
が
あ

る
。

(�)

基
本
権
の
二
重
機
能
と
い
う
発
想
は
ド
イ
ツ
憲
法
学
に
と
っ
て
は
特
段
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が

(�)
、
シ
ス
テ
ム
保
障
と
し
て
の

島
大
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学
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五
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巻
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Ｉ
Ｔ
基
本
権
に
お
い
て
は
、
そ
の
客
観
法
的
性
格
が
よ
り
顕
著
と
な
る
。
こ
の
客
観
法
的
側
面
か
ら
私
人
に
よ
る
法
益
侵
害
に
対
し
て
の

国
家
の
保
護
義
務
も
導
か
れ
る
こ
と
に
な
り

(�)
、
こ
の
方
面
で
の
議
論
は
今
後
よ
り
活
発
に
な
る
と
思
わ
れ
る

(�)

。
本
稿
で
は
こ
の
点
を
さ
ら

に
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
判
決
が
基
本
権
論
に
与
え
る

(

で
あ
ろ
う)

イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
を
理
解
す
る
た
め
に
、
Ｏ
・

レ
プ
ジ
ウ
ス
の
分
析
を
見
て
お
き
た
い

(�)
。
レ
プ
ジ
ウ
ス
は
判
決
の
基
本
権
解
釈
を
激
し
く
批
判
す
る
論
者
の
一
人
で
は
あ
る
が
、
判
決
を
、

現
代
治
安
法
制
の
脱
個
人
化(Entindividualisierung)

傾
向
の
下
で
の
基
本
権
の
主
観
的
防
禦
機
能
の
機
能
不
全
に
対
処
す
る
た
め
の
、

や
は
り
脱
個
人
化
さ
れ
た
基
本
権
保
障
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

｢

機
能
上
の｣

観
点
か
ら
ひ
と
ま
ず
了
解
す
る

(�)

。
レ
プ
ジ
ウ
ス
は
、
し
か

し
規
範
特
定
性
・
規
範
明
確
性
違
反
で
処
理
で
き
る
本
件
と
は
異
な
り
、
よ
り
緻
密
な
構
成
要
件
を
持
つ
洗
練
さ
れ
た
立
法
に
対
し
て
こ

の
よ
う
な
客
観
法
的
シ
ス
テ
ム
保
障
中
心
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
対
峙
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
予
測
す
る
。
さ
ら
に
レ
プ
ジ
ウ
ス
は
、

こ
の
判
決
を

｢

保
護
範
囲｣

(Schutzbereich)

思
考
か
ら

｢

保
障
内
容｣

(G
ew�hrleistungsgehalt)

思
考
へ
の
転
換
と
い
う
基
本
権
解

釈
方
法
の

｢

新
傾
向｣

の
文
脈
に
位
置
づ
け
る

(�)
。
こ
れ
ま
で
の
連
邦
憲
法
裁
は
伝
統
的
な

｢

保
護
範
囲｣

に
立
脚
し
て
、
そ
の
保
護
範
囲

の
拡
大
に
よ
り
個
人
の
防
禦
権
と
し
て
の
基
本
権
を
保
障
し
て
き
た
。
し
か
し
近
時
の
連
邦
憲
法
裁

(

と
り
わ
け
第
一
法
廷)

は
、
保
障

範
囲
と
い
う
概
念
の
下
、
よ
り
社
会
的
・
機
能
的
連
関
性
を
も
っ
た
客
観
法
的
思
考
の
中
で
保
護
範
囲
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
見

せ
は
じ
め
て
い
る

(B
V
erfG

E
105,

252
[

グ
リ
コ
ー
ル
決
定];

B
V
erfG

E
105,

279
[

オ
シ
ョ
ー
決
定

(�)])

。
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た

｢

新
傾
向｣

に
つ
い
て
は
強
い
批
判
も
あ
り

(�)
、
レ
プ
ジ
ウ
ス
も
そ
う
し
た
批
判
論
に
与
す
る
。｢

一
方
で
は
基
本
権
保
護
の
主
観
的
な
中
心

化
に
固
執
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
予
防
国
家
に
お
け
る
自
由
喪
失
の
異
論
の
余
地
の
な
い
客
観
的
次
元
を
、
客
観
的
憲
法
上
の
限
界
を
も
っ

て
―
―
し
か
し
主
観
的
権
利
の
客
観
法
的
な
濃
縮
を
も
っ
て
で
は
な
く
―
―
考
慮
に
入
れ
る
こ
と

(�)｣

が
レ
プ
ジ
ウ
ス
の
示
す
次
善
の
戦
略

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
レ
プ
ジ
ウ
ス
説
に
対
し
て
は
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
完
全
性
は
措
置
に
よ
り
当
該
シ
ス
テ
ム
の
秘
密
性
が
損
な
わ
れ

る
限
り
で
保
障
さ
れ
る
と
捉
え
、
あ
く
ま
で
主
観
的
な
人
格
関
連
性
と
の
連
関
の
中
で
シ
ス
テ
ム
保
障
を
語
っ
て
い
た
本
判
決
の

｢

読
み

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

二
五



替
え｣

違
い
だ
と
ホ
フ
マ
ン
―
リ
ー
ム
や
ベ
ッ
カ
ー
が
強
く
反
論
し
て
い
る
と
お
り

(�)

、
自
己
の
議
論
枠
組
み
に
や
や
引
き
付
け
過
ぎ
の
感

は
あ
る
。
と
は
い
え
Ｉ
Ｔ
基
本
権

(

及
び
連
邦
憲
法
裁
の
基
本
権
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク)

の
今
後
の
展
開
を
見
据
え
た
一
つ
の
読
み
方

(�)

と
し

て
は
鋭
い
洞
察
を
含
ん
で
お
り
、
少
な
く
と
も
本
判
決
は
そ
の
よ
う
な
読
み
方
を
可
能
に
す
る

｢

開
か
れ
た
テ
キ
ス
ト｣

で
あ
る
と
も
い

え
よ
う
。

(

３)

規
範
特
定
性
・
規
範
明
確
性

評
釈
の
中
で
本
判
決
の
規
範
特
定
性
・
規
範
明
確
性
判
断
へ
の
言
及
が
わ
ず
か
な
の
は
、
措

置
の
強
度
な
基
本
権
侵
害
を
認
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
合
理
性
・
必
要
性
を
簡
単
に
認
め
、
だ
が
し
か
し
規
範
特
定
性
・
規
範
明
確

性
違
反
の
観
点
か
ら
違
憲
性
を
導
き
出
す
と
い
う
直
線
的
で
な
い
論
証
の
流
れ
は
、
近
時
の
連
邦
憲
法
裁
の
判
断
傾
向
の
特
徴
と
し
て
特

に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う

(�)
。
西
原
博
史
は
、
こ
の
よ
う
な
実
質
的
基
準
か
ら
形
式
的
基
準
へ
の

｢

退
却｣

に
よ
る
審
査

の
実
質
化
と
い
う
意
義
を
指
摘
し
た
上
で
、
し
か
し

｢

立
法
技
術
的
に
洗
練
さ
れ
た
法
文
に
よ
っ
て
予
防
的
に
何
が
何
の
た
め
に
統
制
さ

れ
る
べ
き
か
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
れ
で
裁
判
所
に
よ
る
違
憲
審
査
が
行
き
詰
る｣

お
そ
れ
を
指
摘
し
て
い
る

(�)
(

次
章
で
扱
う
改
定
Ｂ

Ｋ
Ａ
法
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な

｢

洗
練
さ
れ
た
法
文｣

で
あ
る)

。
他
方
、
連
邦
憲
法
裁
の
規
範
特
定
性
・
規
範
明
確
性
に
関
す
る
認

定
基
準
そ
れ
自
体
が
不
明
確
・
不
特
定
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
も
出
さ
れ
て
お
り

(�)
、
一
見
明
快
な
そ
の
法
理
に
も
弱
点
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

(

４)

私
生
活
形
成
の
的
核
心
領
域

本
件
授
権
規
定
が
比
例
性
違
反
と
認
定
さ
れ
た
大
き
な
理
由
は
、
絶
対
的
に
保
護
さ
れ
る
べ

き

｢

私
生
活
形
成
の
核
心
領
域｣

侵
害
回
避
の
た
め
の
対
処
が
立
法
上
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

｢

領
域
理

論｣

に
お
け
る
核
心
領
域
の
絶
対
性
と
い
う
発
想
は
、
連
邦
憲
法
裁
の
判
例
上
、
判
断
枠
組
み
と
し
て
は
曲
折
を
経
な
が
ら
も
基
本
線
と

し
て
維
持
さ
れ
て
お
り

(�)

、
と
り
わ
け
大
盗
聴
判
決
で
は
住
居
監
視
の
際
の
核
心
領
域
保
護
の
必
要
性
の
強
調
が
刑
事
訴
訟
法
の
関
連
法
規

の
違
憲
性
認
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

(B
V
erfG

E
109,

275.

税
関
刑
事
局
判
決

[B
V
erfG

E
110,

33]

や
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク

島
大
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セ
ン
通
信
監
視
判
決

[B
V
erfG

E
113,

348]

も
こ
の
流
れ
を
踏
襲
す
る

(�))

。
し
か
し
な
が
ら
、
大
盗
聴
判
決
の
核
心
領
域
論
に
対
し
て

は
、
何
が
高
度
に
個
人
的
な
会
話
で
何
が
共
同
社
会
の
利
益
に
関
わ
る
会
話
か
は
外
部
か
ら
は
認
識
で
き
な
い
以
上
、
私
人
の
住
居
内
部

の
事
柄
は
常
に
絶
対
的
に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
と
す
る
二
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
付
さ
れ
た
こ
と
も
念
頭
に
置
い
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う[A

bw
eichnde

M
einung

der
R
ichterinnen

Jaeger/H
ohm

ann-D
ennhardt,

B
V
erfG

E
109,

275
[382�384] (�))

。

し
か
も
、
本
判
決
の
核
心
領
域
論
は
、
大
盗
聴
判
決
多
数
意
見
の
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
後
退
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
大
盗
聴
判
決
で

は
、
何
が
核
心
領
域
に
属
す
る
か
の
詳
し
い
検
討
が
な
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、｢

高
度
に
個
人
的
な
信
頼
の
お
け
る
人
物｣

、｢

秘
密
の
空
間

的
状
況｣

が
核
心
領
域
侵
犯
認
定
の
手
が
か
り
と
さ
れ
て
お
り
、
前
者
の
例
と
し
て
措
置
当
事
者
の
家
族
、
親
し
い
友
人
、
さ
ら
に
宗
教

者
や
弁
護
士
な
ど
証
言
拒
否
権
を
持
つ
地
位
に
あ
る
も
の

(

刑
訴
法
五
三
条)

が
挙
げ
ら
れ
て
い
た

(B
V
erfG

E
109,

275
[320�

323])

。
本
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
大
盗
聴
判
決
の
基
準
の
参
照
指
示
も
付
す
こ
と
な
く
、
何
が
核
心
領
域
か
と
い
う
困
難
な
判
断
を
実

務
に
委
ね
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
が

(�)
、
本
判
決
が

｢

高
度
に
個
人
的
内
容
を
持
つ
デ
ー
タ｣

を
核
心
領
域
の
内
容
の
一
つ
と
解
し
て
い
る

以
上
、｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

の
一
三
条
侵
害
性
の
否
定
は
大
盗
聴
判
決
の
緩
和
が
認
め
ら
れ
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ

の
点
は
別
に
し
て
も
、
大
盗
聴
判
決
反
対
意
見
の
指
摘
の
と
お
り
、
措
置
時
点
で
核
心
領
域
に
属
す
る
会
話
や
情
報
か
否
か
が
外
部
か
ら

は
判
定
で
き
な
い
以
上
、
二
段
階
保
障
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
そ
の
二
段
階
目
、
す
な
わ
ち
措
置
が
核
心
領
域
を
侵
犯
し
た
場
合
の
消
去
義
務

の
保
障
に
大
き
な
負
荷
を
か
け
る
か
た
ち
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
判
決
の
示
し
た
私
生
活
形
成
の
核
心
領
域

保
護
の
二
段
階
保
障
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
立
法
者
へ
の
要
請
と
し
て
の
意
義
は
大
き
い
と
し
て
も
、
運
用
レ
ベ
ル
で
は

｢

絶
対
的
な
保
護｣

と
い
う
言
葉
の
与
え
る
印
象
ほ
ど
に
は
実
効
的
で
は
な
い
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い

(�)
。

(

５)
｢

具
体
的
危
険｣

の
再
定
位
？

本
判
決
は
、｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣
の
よ
う
な
重
大
な
基
本
権
侵
害
の
境
界
値
を

｢

極
め
て

重
要
性
な
法
益
に
対
す
る
具
体
的
危
険
の
事
実
上
の
手
が
か
り
が
存
在
す
る
場
合｣
に
設
定
し
、
そ
れ
が
危
険
防
除
で
あ
ろ
う
と
公
安
的

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

二
七



情
報
収
集
で
あ
ろ
う
と
変
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
説
示
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る

(�)

。
し
た
が
っ
て
基
本
線
と
し
て
は
本
稿
前
章
で
取
り
上
げ
た

ラ
ス
タ
ー
捜
査
決
定
の
流
れ
を
踏
襲
し
、
か
つ
こ
れ
を
諜
報
・
公
安
的
情
報
収
集
の
場
面
で
も
確
認
し
た
と
本
判
決
を
評
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
点
で
は
、
Ｂ
Ｎ
Ｄ
の
通
信
監
視
に
つ
い
て
、
基
本
権
侵
害
の
条
件
は
警
察
法
や
刑
事
訴
訟
法
の
そ
れ
と
は
お
の
ず
と
異
な
る

と
説
示
し
た
一
九
九
九
年
の
戦
略
的
通
信
監
視
判
決

(B
V
erfG

E
100,

313
[383])

と
の
整
合
性
が
気
に
な
る
が
、
本
判
決
で
は
、

一
般
論
と
し
て
憲
法
擁
護
局
の
諜
報
・
公
安
的
情
報
収
集
に
具
体
的
疑
い
の
契
機
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
と
し
た
上
で

(�)

、
本
件
授
権

規
定
の
基
本
権
侵
害
の
強
度
と
の
比
例
上
、｢

高
め
ら
れ
た
要
請｣

が
当
て
は
ま
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る

(B
V
erfG

E
120,

274

[330
f.])

。
先
に
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
の
秘
密
の
侵
害
は
従
来
の
通
信
監
視
の
比
で
は
な
い
と
説
示
し
た
箇
所
が
こ
こ
で
生
き
て
く
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
判
決
は
具
体
的
危
険
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
①｢

個
別
具
体
事
案｣

、
②｢

危
険
が
損
害
に
転
ず
る
時
間
的
近
さ｣

、

③

｢

危
険
惹
起
者
た
る
特
定
人
物
と
の
関
連｣

の
三
点
を
い
っ
た
ん
挙
げ
な
が
ら
、
本
件
の
よ
う
な

｢

予
防
的
な
目
標
設
定
の
領
域｣

で

要
請
さ
れ
る
の
は

｢

具
体
的
危
険｣

の
存
在
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
事
実
に
支
え
ら
れ
た

｢

事
実
上
の
手
が
か
り｣

で
あ
り
、

｢

危
険
が
直
近
の
将
来
に

(in
n�herer

Zukunft)
発
生
す
る
十
分
な
蓋
然
性｣

は
必
要
と
し
な
か
っ
た
点
で
、
ラ
ス
タ
ー
捜
査
決
定
が

打
ち
出
し
た
境
界
値
を
緩
和
す
る
方
向
を
示
し
て
い
る

(�)
。
こ
の
点
、
連
邦
憲
法
裁
が
そ
の
説
示
と
は
実
際
に
は
異
な
り
、
警
察
の

｢

予
防

的
抑
止｣

と
情
報
機
関
に
よ
る
諜
報
活
動
と
の
機
能
的
性
格
の
違
い
に
や
は
り
配
慮
し
た
た
め
後
者
の
活
動
余
地
を
よ
り
広
く
残
し
た
と

考
え
る
べ
き
か

(�)

、
そ
れ
と
も
、
本
件
措
置
が

｢

極
め
て
重
大
な
法
益｣

の
保
護
を
目
的
と
す
る
た
め
反
比
例
公
式
な
い
し
は

｢�je-desto
公
式� (�)｣

の
判
断
枠
組
み
に
照
ら
し
て
ラ
ス
タ
ー
捜
査
決
定
に
お
け
る

｢

現
在
の
危
険｣

の
内
実
が
緩
和
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
か
、
本
判

決
の
説
明
の
み
で
は
明
確
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
ラ
ス
タ
ー
捜
査
決
定
以
上
の

｢

高
度
な
タ
ブ
ー｣

の
設
定
と
も
評
さ
れ
る

(�)
｢

極
め
て

重
大
な
法
益｣

と
い
う
概
念
自
体
が
実
は
さ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
。｢

人
の
健
康
、
生
命
、
自
由｣

が
重
大
な
法
益
で
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
と
し
て
も
、｢

人
間
の
存
立
の
基
盤｣

と
し
て

｢

生
存
に
関
わ
る
公
的
な
配
慮
施
設
の
本
質
的
部
分
の
機
能
力｣

も
含
ま
れ
る
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と
さ
れ
て
お
り

(B
V
erfG

E
128,

274
[328])

、
そ
こ
で
は
公
共
交
通
や
電
気
・
水
道
供
給
等
が
念
頭
に
浮
か
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

単
な
る
器
物
損
壊
や
威
力
業
務
妨
害
と
し
て
処
理
し
う
る

(

処
理
す
べ
き)

事
案
に
ま
で
概
念
が
拡
大
さ
れ
る
お
そ
れ
を
内
包
し
た
定
義

で
あ
る
こ
と
も
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う

(�)
。
他
に
、
基
本
法
一
三
条
や
刑
事
訴
訟
法
上
の

｢

切
迫
し
た
危
険｣

と
の
概
念
整
序
の
必
要
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
点
も
付
言
し
て
お
き
た
い

(�)
。

(

６)

裁
判
官
留
保

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索
を
一
三
条
の
保
護
範
囲
か
ら
排
除
し
た
連
邦
憲
法
裁
で
あ
る
が
、
裁
判
官
留
保
に
つ
い
て

は
一
三
条
並
の
厳
し
い
条
件
を
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索
に
設
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
判
断
は
、
前
述
の
レ
プ
ジ
ウ
ス
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
客

観
法
的
・
手
続
法
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
基
本
権
保
障
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ

(�)

。
も
っ
と
も
、
電
話
盗
聴
や
電
子
通
信
監
視
の

際
の
裁
判
官
令
状
が
制
度
趣
旨
で
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
な
い
現
状
も
い
く
つ
か
の
実
証
研
究
が
明
ら
か
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し

(�)
、
本
判
決
自
身
も
判
決
中
で
住
居
捜
索
に
関
す
る
先
例

(B
V
erfG

E
103,

142
[152])

を
掲
げ
て
裁
判
官
留

保
の
運
用
上
の
批
判
の
存
在
を
認
め
て
は
い
る

(B
V
erfG

E
128,

274
[332])

。
ま
た
、
本
判
決
の
基
準
に
従
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

に
裁
判
官
の
令
状
を
要
件
と
し
た
場
合
、
現
行
の
裁
判
官
の
人
員
数
で
は
対
応
不
可
能
と
い
う
現
場
裁
判
官
か
ら
の
声
も
あ
る

(�)

。
こ
う
し

た
実
務
の
現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、
裁
判
官
留
保
の
法
令
上
の
明
記
は
基
本
権
保
護
の
条
件
整
備
と
し
て
重
要
で
は
あ
る
が
、
そ
の
限
界
も

存
在
す
る
こ
と
は
―
―
こ
の
点
は
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
論
議
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
が
―
―
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

(

７)
｢

オ
ン
ラ
イ
ン
・
パ
ト
ロ
ー
ル｣

(O
nline-S

teife)
と
金
融
取
引
状
況
調
査
の
合
憲
性

本
判
決
の
傍
論
は
、｢

オ
ン
ラ
イ

ン
・
パ
ト
ロ
ー
ル｣

と
呼
ば
れ
る
捜
査
官
庁
・
情
報
収
集
官
庁
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
解
析
等
に
つ
い
て
、
ま
ず
Ｉ
Ｔ
基
本
権
の
保
護

範
囲
外
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
基
本
法
一
○
条
一
項
の
保
護
に
入
る
通
信
接
続
時
は
別
と
し
て
、
又
、
覆
面
捜
査
官
類
似
の
手

法
を
用
い
た
場
合
を
別
と
し
て
、
情
報
自
己
決
定
権
の
侵
害
性
も
原
則
と
し
て
否
定
し
て
い
る
。
一
方
で
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
内
の
個
人
情
報

と
シ
ス
テ
ム
へ
の
信
頼
性
に
極
め
て
敏
感
な
姿
勢
を
示
し
た
判
決
が
、
他
方
で
一
般
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
メ
ー
リ
ン
グ
・
リ
ス
ト
や
チ
ャ
ッ

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

二
九



ト
等
に
お
け
る
継
続
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
当
該
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
人
格
の
本
人
特
定
性
の
不
在
を
理
由
に
保
護
に
値

し
な
い
と
一
蹴
し
た
点
は
―
―
評
釈
で
の
支
持
も
あ
る
と
は
い
え

(�)

―
―
違
和
感
の
残
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る

(�)

。
公
開
さ
れ
て
い
る
Ｈ
Ｐ
や
個

人
ブ
ロ
グ
等
の
単
な
る
閲
覧
か
ら
の
情
報
獲
得
な
ら
格
別
、
例
え
ば
メ
ー
リ
ン
グ
・
リ
ス
ト
や
チ
ャ
ッ
ト
・
ル
ー
ム
で
一
般
の
ア
ク
セ
ス

者
を
装
い
情
報
を
獲
得
す
る
よ
う
な
場
合
、
当
該
行
為
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
信
用
性
を
毀
損
し
、
ま
た
利

用
者
に(

連
邦
憲
法
裁
が
夙
に
警
戒
し
て
き
た
と
こ
ろ
の)

｢

動
揺
効
果｣

を
も
た
ら
す
と
い
う
視
点
が
よ
り
強
く
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
前
出
の
ベ
ッ
カ
ー
も
、
メ
ー
リ
ン
グ
・
リ
ス
ト
の
よ
う
な

｢

古
典
型｣

意
見
交
換
の
み
を
想
定
し

た
本
判
決
の
認
識
の
不
十
分
さ
を
認
め
、
よ
り
参
加
者
の
本
人
特
定
性
が
高
いFacebook

の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
基
本
権

侵
害
性
が
よ
り
高
く
な
る
と
指
摘
し
て
い
る

(�)
。

他
方
、
州
憲
法
擁
護
法
五
ａ
条
に
基
づ
く
金
融
取
引
情
報
の
取
得
に
つ
い
て
も
―
―
技
術
的
・
コ
ス
ト
的
な
理
由
か
ら
州
憲
法
擁
護
庁

レ
ベ
ル
で
は
実
際
に
は
実
施
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
い

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

の
授
権
で
は
な
く
、
実
は
○
六
年
の
法
改
定
の
主
眼
は
国
内
の

｢

テ
ロ｣

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
資
金
流
通
把
握
を
目
的
と
し
た
、
こ
の
五
ａ
条
で
あ
っ
た
と
見
て
も
よ
い
の
で
あ
る
が(vgl.

LTD
rucks

14

/2211,
S.

15
ff.)

―
―
情
報
自
己
決
定
権
の
侵
害
と
認
定
し
た
上
で
、
合
理
性
・
必
要
性
、
規
範
特
定
性
・
規
範
明
確
性
、
狭
義
の

比
例
原
則
の
い
ず
れ
も
充
た
す
と
し
、
こ
れ
を
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
る
侵
害
と
認
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
た
決
済
や
信
用
保
証
の
基
盤
と
な
る
銀
行
口
座
の

｢
秘
密
性
と
完
全
性｣

こ
そ
Ｉ
Ｔ
基
本
権
コ
ン
セ
プ
ト
が
保
障
す
べ
き
こ
と
な

の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る

(�)
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
手
法
で
徴
取
さ
れ
た
情
報
の
保
存
、
評
価
、
変
更
、

譲
渡
に
つ
い
て
は
情
報
自
己
決
定
権
の
保
護
範
囲
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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４

簡
単
な
小
括

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
連
邦
憲
法
裁
が
打
ち
出
し
た
Ｉ
Ｔ
基
本
権
の
内
容
と

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

に
設
定
さ
れ
た
侵
害
境
界
値
の

構
造
及
び
そ
れ
ら
に
伴
う
解
釈
上
・
運
用
上
の
問
題
点
が
確
認
で
き
た
。
Ｉ
Ｔ
基
本
権
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
対
し
て
は
、
否
定
的
な
見

方
も
含
め
て
今
後
も
議
論
が
続
く
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
な
当
該
基
本
権
の
客
観
法
的
性
格
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
の
問
題
は
も

と
よ
り
、
よ
り
細
か
い
解
釈
上
の
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る

(�)
。
ホ
フ
マ
ン
―
リ
ー
ム
自
身
が
認
め
る
よ
う
に

(�)

連
邦
憲
法
裁
も
本
判
決
で
は
Ｉ

Ｔ
基
本
権
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
精
密
に
描
き
切
っ
て
お
ら
ず
、
他
の
基
本
権
解
釈
の
成
果
を
借
り
つ
つ
の
試
行
錯
誤
段
階
で
あ
る

(

す

で
に
指
摘
た
よ
う
に
、｢

秘
密
性
と
完
全
性｣

と
い
う
発
想
自
体
、
自
己
情
報
決
定
権
、
通
信
の
秘
密
、
住
居
の
不
可
侵
と
い
う
既
存
の

基
本
権
の
内
実
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り

(�)
、
又
、｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

の
侵
害
境
界
値

[

極
め
て
高
度
な
法
益
に
対
す
る
具
体

的
危
険
の
事
実
上
の
手
が
か
り
、
核
心
領
域
保
護
、
裁
判
官
留
保]

は
、
そ
の
保
護
対
象
外
と
さ
れ
た
は
ず
の
基
本
法
一
三
条
の
文
法
に

則
っ
て
多
く
が
語
ら
れ
て
い
る
。
一
○
条
と
の
部
分
的
競
合
も
承
認
さ
れ
て
い
る)

。
と
は
い
え
、
新
た
な
基
本
権
を
手
が
か
り
に
Ｉ
Ｔ

化
さ
れ
た
現
代
社
会
が
直
面
す
る
課
題
に
連
邦
憲
法
裁
が
対
処
し
よ
う
と
し
た
意
欲
自
体
は
正
当
に
評
価
さ
れ
て
よ
い
し
、
新
た
な
基
本

権
コ
ン
セ
プ
ト
が
ひ
と
た
び
判
例
上
打
ち
出
さ
れ
た
以
上
、
こ
の
基
本
権
が
抱
え
る
難
点
は
今
後
の
判
例
の
積
み
重
ね
の
中
で
充
填
又
は

軌
道
修
正
し
て
い
く
の
が
―
―
こ
う
し
た
精
製
過
程
の
結
果
、
も
と
も
と
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
対
国
家
防
禦
権
的
な
場
面
と
し
て
は

(

少
な
く
と
も
現
在
の
と
こ
ろ)

か
な
り
限
定
さ
れ
た
も
の
を
想
定
し
た
こ
の
基
本
権
の
役
割
は

｢

名
目
以
上
、
権
利
未
満

(�)｣

に
と
ど
ま

り
、
む
し
ろ
Ｉ
Ｔ
保
護
立
法
の
法
整
備
や
私
法
上
の
権
利
救
済
の
場
面
に
そ
の
活
路
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
う
る
が
―
―

妥
当
な
線
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
比
例
性
審
査
の
点
で
は
、
ラ
ス
タ
ー
捜
査
決
定
等
の
場
合
と
同
様
、
授
権
規
定
の
合
理
性
・
必
要
性
が
簡
単
に
承
認

さ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
へ
の
秘
密
の
接
続
と
い
う
措
置
を
極
め
て
重
大
な
基
本
権
侵
害
と
認
定
し
た
点
と
の
対
象
が
際
立
ち
、
合

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

三
一



理
性
・
必
要
性
審
査
の
存
在
意
義
自
体
が
問
わ
れ
か
ね
な
い
状
況
を
再
認
識
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
狭
義
の
比
例
性
検
討
の
中

で
確
認
さ
れ
た
法
治
国
家
的
基
準
、
す
な
わ
ち

｢

極
め
て
高
度
な
法
益
に
対
す
る
具
体
的
危
険
の
事
実
上
の
手
が
か
り｣

の
存
在
、
核
心

領
域
保
護
、
裁
判
官
留
保
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
が
公
権
力
に
よ
る
予
防
的
監
視
措
置
に
対
す
る
大
き
な
歯
止
め
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し

え
な
い
に
せ
よ
、
本
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
大
盗
聴
判
決
や
ラ
ス
タ
ー
判
決
の
基
準
か
ら
の
看
過
で
き
な
い
後
退
を
示
し
て
い
る
点
は

正
確
に
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
こ
の
判
決
に
続
い
て
同
年
三
月
一
一
日
に
連
邦
憲
法
裁
第
一
法
廷
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
基
づ
く
電
話
通
信
記
録
保
存

(B
V
erfG

E

121,
1)

と
、
州
警
察
法
に
お
け
る
自
動
車
ナ
ン
バ
ー
標
識
の
自
働
照
合
措
置

(B
V
erfG

E
120,

378)

の
合
憲
性
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
重
要
な
判
断
を
下
し
て
お
り
、
本
稿
第
一
章
で
触
れ
た
国
内
治
安
政
策
に
対
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
姿
勢
を
さ
ら
に
浮
き
立
た
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
航
空
安
全
法
判
決
や
ラ
ス
タ
ー
捜
査
決
定
で
は
憲
法
政
策
上
の
評
価
が
二
分
さ
れ
て
い
た
の
と
比
較
す
る
と
、

数
多
い
解
釈
論
上
・
理
論
上
の
批
判
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
判
決
の
結
論
に
対
す
る
評
価
は
メ
デ
ィ
ア
で
も
学
説
で
も
概
ね
肯
定
的
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
問
題
と
な
っ
た
規
定
が
結
局
は
規
範
特
定
性
・
規
範
明
確
性
で
処
理
で
き
る
杜
撰
な
立
法
と
し
て
判
決
以
前
か
ら
違
憲
の

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
や

(�)
、
包
括
的
な
監
視
国
家
を
連
想
さ
せ
る

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

と
い
う
未
知
の
措
置
に
対
す
る
世
論
一
般

の
警
戒
感
が
強
か
っ
た
こ
と

(�)
等
が
要
因
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
こ
の
判
決
に
よ
り
、
連
邦
憲
法
裁
は
法
案
提
出
前
の
Ｂ
Ｋ
Ａ
改
定
法
に

境
界
値
を
示
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
対
し
て
政
治
が
ど
の
よ
う
に
応
答
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
章
を
改
め
て
見
て
い
く
こ
と
に
す

る
。(

続
く)

島
大
法
学
第
五
三
巻
第
二
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註
(

１)
｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
刑
事
訴
訟
法
の
領
域
で
二
○
○
○
年
前
後
か
ら
法
的
検
討
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
た
。z.

B
.

W
olfgang

B�r,
D
urchsuchungen

im
ED

V
-B

ereich(Ⅰ
),

(Ⅱ
),

C
R

1995,
S.

158
ff.,

227
ff.;

ders.,
Polizeilicher

Zugriff
auf

K
rim

inelle
M

ailboxen,
C
R

1995,
S.489

ff.;
ders.,

H
andbuch

zur
ED

V
-B

ew
eissicherung

im
Strafverfahren,

Stuttgart
u.

a.
2007,

R
n.

311�321,
456�475;

M
ark

A
lexander

Z�ller,
V
erdachtslose

R
echerchen

und
Erm

ittlungen
im

Internet,
G
A

2000,
S.

563
ff.;

M
ichael

G
erm

ann,
G
efahrenabw

ehr
und

Strafverfolgung
im

Internet,
B
erlin

2000,
insb.

S.
282�285,

540�550;
Thom

as
B�ckenf�rde,

D
ie

Erm
ittlung

im
N
etz,

T�bingen
2003,

S.
209.

ff.
insb.

219�225;
M

anfred
H
ofm

ann,
D
ie

O
nline-D

urchsuchung,
N
StZ

2005,
S.

121
ff.

連
邦
最
高
裁
決
定
が
出
た
二
○
○
七
年
に
は
、
こ
の
年
だ
け
で
も
膨
大
な
文
献

が
出
て
い
る
が
、
憲
法
論
又
は
技
術
的
な
観
点
か
ら
特
に
重
要
な
も
の
と
し
て
、Johannes

R
ux,

A
usforschung

privater
R
echner

durch
die

Polizei-
und

Sicherheitsbeh�rden,
JZ

2007,
S.

285
ff;

U
lf

B
uerm

eyer,
D
ie�O

nline-D
urchsuchung�.

Technischer
H
intergrund

des
verdeckten

hoheitlichen
Zugriffs

auf
C
om

putersystem
e,

H
R
R
S

2007,
S
.

154;
ders.,

D
ie�O

nline-
D
urchsuchung�.

V
erfassungsrechtliche

G
renzen

des
verdeckten

hoheitlichen
Zugrffs

auf
C
om

putersystem
e,

H
R
R
S

2007,
S.

328
ff.;

Peter
Schanz,

V
erfassungsrechtliche

Problem
von�O

nline-D
urchsuchungen�,

K
ritV

2007,
S.

310
ff.

他
に
、

M
atthias

Jahn/H
ans

K
udlich,

D
ie

strafprozessuale
Zul�ssigkeit

der
O
nline-D

urchsuchung,
JR

2007,
S.

57
ff.;

M
artin

K
em

per,
A
nforderungen

und
Inhalt

der
O
nline-D

urchsuchung
bei

der
V
erfolgung

von
Straftaten,

Z�R
2007,

S.
105

ff.;
B
rian

V
alerius,

Erm
ittlungm

a�nahm
en

in
Internet,

JR
2007,

S.
275

ff.;
C
harles

von
D
enkow

ski,�O
nline-D

urchsuchung�,
K
rim

inalistik
2007,

S.
177

ff.
Ernst

H
unsicker,�O

nline-D
urchsuchung�,

K
rim

inalistik
2007,

S.
187

ff.;
K
ai

C
ornelius,

A
nm

erkung,
JZ

2007
S.

798
ff.;

M
artin

K
utscha,

V
erdeckte�O

nline-D
urchsuchung�

und
U
niverletzlichkeit

der
W

ohnung,
N
JW

2007,
S.

1169
ff.;

M
arco

G
ercke,

H
eim

liche
O
nline-D

urchsuchung,
C
R

2007,
S.

245
ff.;

G
errit

H
orning,

Erm�
chtigungsgrundlage

f�r
die�O

nline-D
urchsuchung�?,

D
uD

2007,
S.

575
ff.;

H
artm

ut
Pohl,

Zur
Technik

der
heim

lichen
O
nline-D

urchsuchung
,

D
uD

2007
,

S
.

684
ff.;

M
arkus

H
ansen/A

ndreas
Pfitzm

ann/A
lexander

R
o�nagel,

O
nline-

D
urchsuchung,

D
R
iZ

2007,
S.

225,
227

ff.;
D
irk

Fox,
R
ealisierung,

G
renzen

und
R
isiken

der�O
nline-D

urchsuchung�,
D
uD

2007,
S.

827
ff.

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

三
三



(
２)

二
○
○
八
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
決
後
の
膨
大
な
文
献
の
中
か
ら
、
ま
ず
は
、Fredrik

R
oggan

(H
ersg.),

O
nline-D

urchsuchungen,
B
erlin

2008;
Thom

as
B�ckenf�rde,

A
uf

dem
W

eg
zur

elektronischen
Privatsph�re,

JZ
2008,

S.
925

ff.;
M

atthias
B�cker,

D
ie

V
ertraulichkeit

der
Internetkom

m
unikation,

in:
H
artm

ut
R
ensen/Stefan

B
erink

(H
rsg.),

Linien
der

R
echtsprechung

des
B
undesverfassungsgerichts,

B
erlin

2009,
S.

99
ff.

等
が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、Stefan

H
olzner,

D
ie

O
nline-D

urc-
hsuchung,

K
enzingen

2009

も
、
諸
論
点
が
手
際
よ
く
整
理
さ
れ
て
お
り
、
諸
外
国
の
立
法
動
向
も
含
め
た
問
題
の
把
握
に
便
利
で
あ
る
。

他
に
判
決
の
評
釈
類
と
し
て
、M

ichael
Sachs/Thom

as
K
rings,

D
as

neue�G
rundrecht

auf
G
ew�hrleistung

der
V
ertraulichkeit

und
Integrit�t

inform
ationstechnischer

System
e�

,
JuS

2008
,

S
.

481
ff.;

Thom
as

B
.

Petri,
D
as

U
rteil

des
B
undesverfassungsgerichts

zur�O
nline-D

urchsuchung�,
D
uD

2008
,

S
.

443
ff.;

M
artin

K
utscha,

M
ehr

Schutz
von

C
om

puterdaten
durch

ein
neues

G
rundrecht?,

N
JW

2008,
S.

1042
ff.;

G
errit

H
ornung,

Ein
neues

G
rundrecht,

C
R

2008,
S.

299
ff.;

R
ainer

Erd,
B
undesverfassungsgericht

veraus
Politik,

K
J

2008,
S.

198
ff.;

G
abriele

B
ritz,

V
ertraulichkeit

und
Integrit�t

Inform
ationstechnicher

System
,

D�
V

S.
411

ff.;
U
w
e

V
olkm

ann,
A
nm

erkung
zum

U
rteil

des
B
V
erfG

vom
27.2.2008,

D
V
B
l
2008,

S.
590

ff.;
B
urkhard

H
irsch,

D
as

G
rundrecht

auf
G
ew�hrleistung

der
V
ertraulichkeit

und
Integrit-

�t
inform

ationstechnischer
System

e,
N
JO

Z
2008,

S.
1907

ff.;
W

olfgang
H
offm

ann-R
iem

,
D
er

grundrehtliche
Schutz

der
V
ertraulichkeit

und
Integrit�t

eigengenutzter
inform

ationstechnischer
System

e,
JZ

2008,
S.

1009
ff.;

H
artm

ut
B
renneisen

u.
a.,

R
eaktion

auf
neuartige

Inform
ationseingriffe,

D
ie

Polizei
2008,

S.
245

ff.;
A
lexander

R
o�nagel/C

hristoph
Schnabe

l,
D
as

G
rundrecht

auf
G
ew�hrleistung

der
V
ertraulichkeit

und
Integrit�t

inform
ationstechnischer

System
e

und
sein

Einfluss
auf

das
Privatrecht,

N
JW

2008,
S.

3534
ff.;

H
ans

Peter
B
ull,

M
eilensteine

auf
dem

W
eg

des
R
echtsstaates,

JB�
S

2008/
2009,S.

317
ff.;

C
hristoph

G
usy,

G
ew�hrleistung

der
V
ertraulichkeit

und
Integrit�t

inform
ationstechnischer

System
e,

D
uD

2009,S.
1

ff.;
M

ichael
K
lopfer/Florian

Sch�rdel,
G
rundrechte

f�r
die

Inform
ationszugangsfreiheit?,

JZ
2009,

S.
453

ff.;
M

ichael
H
eise,

D
as

G
rundrecht

auf
G
ew�hrleistung

der
V
ertraulichkeit

und
Integrit�t

inform
ationstechnischer

System
e,

R
uP

2009,
S.

94
ff.;D

ieter
H�m

ig,

》Neues

《

G
rundrecht,

neue
Fragen?,

JU
R
A

2009,
S.

207
ff.

(

３)
vgl.

Pressem
itteilung

des
B
undesm

inisterium
des

Innern
vom

10.11.2006.
(

４)
PSIS,

S.
18.

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
他
に
、
ド
イ
ツ
鉄
道

(

Ｄ
Ｂ)

の
保
有
す
る
民
間
警
備
力
と
の
協
働
、
鉄
道
施
設
や
空
港
で
の
ビ

島
大
法
学
第
五
三
巻
第
二
号
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デ
オ
監
視
の
強
化
等
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

(
５)

z.
B
.

Pressem
itteilung

der
Fraktion

D
IE

LIN
K
E

von
25.10.2006.

(

６)
z.

B
.

C
hristian

R
ath,

D
ie

Polizei
als

H
acker,

taz.
von

11.12.2006.
(

７)
vgl.auch

H
olzner,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

4.
(

８)
Petri,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

443.
｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

と
い
う
用
語
の
不
正
確
さ
の
指
摘
は
、
す
で
にauch

B
uerm

eyer,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

2),
Technischer

H
intergrund,

S.
154.

さ
ら
に
、
Ｔ
・
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
は
、
措
置
の
移
行
段
階
に
順
じ
て
、

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
侵
入｣

、｢

オ
ン
ラ
イ
ン
点
検｣

、｢

オ
ン
ラ
イ
ン
監
視｣

、｢

オ
ン
ラ
イ
ン
保
全｣

の
四
概
念
を
区
別
す
る

(B�ckenf�rde,
a.

a.
O
.
[A

nm
.

2],
S.

929
f.)

(

９)

源
泉
型
電
子
通
信
監
視
と
は
、｢

暗
号
化
前
の
送
信
情
報
や
受
信
者
に
よ
る
暗
号
平
文
化
後
の
受
信
情
報
を
捕
捉
す
る
監
視
過
程｣

の
こ

と
を
言
う

(H
offm

ann-R
iem

,
a.

a.
O
.
[A

nm
.

2],
S.

1021)

。
暗
号
化
又
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
通
信

(

例
え
ば�Skype�

を
利
用

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
話)
で
は
伝
達
過
程
で
の
通
話
捕
捉
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
監
視
手
法
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い

る

(vgl.
B
uerm

eyer,
a.

a.
O
.
[A

nm
.

1],
Technischer

hintergrund,
S.

160)

。

(

10)
B�ckenf�rde,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

929
f.

(

11)

○
八
年
一
月
に
改
定
さ
れ
た
刑
事
訴
訟
法
一
一
○
条
三
項
に
基
づ
く
電
子
記
録
媒
体
の
点
検
は
、
秘
密
性
を
欠
く
た
め
、
こ
こ
で
い
う

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

の
授
権
規
定
で
は
な
い

(vgl.
Stephan

Schlegel,�O
nline-D

urchsuchung
light�,

H
R
R
S

2008,
S.

26)

。

(

12)
｢

ト
ロ
イ
の
木
馬｣

は
、
ウ
ィ
ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
群

｢

メ
ー
ル
ウ
ェ
ア｣

(M
alw

are)

の
一
つ
で
あ
る
。
よ
り
多
機
能
性
を
持
つ
プ

ロ
グ
ラ
ム
群

｢

バ
ッ
ク
ド
ア｣

(B
ackdoor)

を
用
い
れ
ば
、
捜
査
官
庁
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
カ
メ
ラ
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
の
遠
隔
操
作
を

通
じ
て
捜
査
対
象
の
パ
ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
場
所
の
監
視
ま
で
も
可
能
な
た
め

(vgl.
B
uerm

eyer,
a.

a.
O
.
[A

nm
.

1],
Technischer

H
intergrund,

S.
155�157)

、｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

の
批
判
者
は

｢

バ
ッ
ク
ド
ア｣

に
よ
る
包
括
的
監
視
の
危
険
性
を
指

摘
す
る
が
、
さ
し
あ
た
り
現
実
の
法
政
策
論
議
の
対
象
で
は
な
い

(vgl.
Schantz,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

1],
S.

311)

。�B
undes-

Trojaner�
は
、
ド
イ
ツ
語
協
会
選
定

｢

二
○
○
七
年
の
言
葉｣

第
八
位
に
入
っ
た

(http://w
w
w
.gfds.de/index.php?id=210)

。

(

13)
vgl.

G
ercke,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

1),
246�248.

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣
に
関
す
る
技
術
上
の
基
本
知
識
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
よ

り
詳
し
く
は
、vgl.

z.
B
.
B
uerm

eyer,
a.

a.
O
.
(A

nm
.
1),

Technischer
H
intergrund,

S.
154

ff;
Fox,

a.
a.

O
.
(A

nm
.
1),

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

三
五



S.
827

ff.;
M

arkus
H
ansen/A

ndreas
Pfizm

ann,
Techniken

der
O
nline-D

urchsuchung,
in:

R
oggan,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

131
ff.;

H
olzner,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

10�17.
(

14)
一
○
条
二
項
が
予
定
す
る
法
律
の
根
拠
に
よ
る
制
限
の
具
体
化
と
し
て
制
定
さ
れ
た
、｢

信
書
、
郵
便
及
び
電
信
電
話
の
秘
密
の
制
限
に

関
す
る
法
律｣

の
略
称
。
通
常
は
さ
ら
に
Ｇ
10
法
と
略
記
さ
れ
る
。

(

15)

こ
の
各
決
定
に
つ
い
て
、vgl.

K
undlich,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

1),
S.

57.
(

16)
vgl.

G
ercke,

a.
a.

O
.
(A

nm
.
1),

S.
246.

auch
Peter

Schaar,
D
as

Ende
der

Privatsph�re,
M�nchen

2007,
S.

122
f.

シ
ョ
イ
ブ
レ
自
身
は
、
最
高
裁
の
判
断
は
国
内
治
安
法
制
の
あ
り
方
を
世
論
、
議
会
、
政
府
に
委
ね
た
と
い
う
点
で

｢

驚
く
ほ
ど
の
こ
と
で

は
な
く｣

、｢

民
主
主
義
の
理
論
上
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の｣

と
述
べ
て
い
る

(W
olfgang

Sch�uble,
A
ktuelle

Sicherheitspolitik
im

Lichte
des

V
erfassungsrechts,

ZR
P

2007,
S.

210)

。｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣

の
必
要
性
を
強
調
す
る
一
方
、
具
体
的
危
険
の
要
件
を

求
め
る
比
較
的
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
推
進
論
と
し
て
、D

enkow
ski,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

1),
S.

180
f.

(

17)
vgl.

H
irsch,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

1908.

こ
の
点
は
、
本
件
憲
法
異
議
の
口
頭
弁
論
の
場
で
Ｂ
Ｋ
Ａ
長
官
Ｊ
・
ツ
ィ
ー
ル
ケ

と
Ｂ
Ｖ
ｆ
Ｓ
長
官
Ｈ
・
フ
ロ
ム
が
自
ら
証
言
し
て
い
る

(B
V
erfG

E
120,

274
[276])

。

(

18)
vgl.

auch
H
unsicker,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

1),
S.

186.
(

19)
R
ede

der
B
undesm

inisterin
der

Justiz,
B
rigtte

Zypries
M

dB
beim

10.
Europ�ischen

Polizeikongress
am

13.
Febuar

2007
in

B
erlin.

演
説
の
全
文
は
連
邦
司
法
省
の
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト

(http://w
w
w
.bm

j.de)

に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
連
立
政
権
内
で
の
ツ
ュ

プ
リ
ー
ス
の
抵
抗
に
つ
い
て
、vgl.

auch
D
er

Spiegel
vom

28.7.2008,
S.

32
ff.

し
か
し
こ
の
記
事
は
、
彼
女
が
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー

政
権
下
の
内
務
政
務
次
官
と
し
て

｢

テ
ロ｣

対
策
法
制
定
に
関
わ
っ
た
事
実
の
指
摘
も
忘
れ
て
い
な
い
。

(

20)
vgl.

z.
B
.

Fox,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

1),
S

833
f.

(

21)
H
ansen/Pfitzm

ann/R
o�nagel,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

1),
S.

228.
(

22)
vgl.

Erd,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

2),
S.

120�123.
(

23)
vgl.

FA
Z.

N
ET

vom
27.7.2007.

vgl.
auch.

FA
Z.

N
ET

vom
29.7.2007.

(

24)
FA

Z.
N
ET

vom
11.10.2007

も
、
こ
の
憲
法
異
議
を
シ
ョ
イ
ブ
レ
案
を
め
ぐ
る
前
哨
戦
と
位
置
づ
け
る
。

(

25)

こ
の
模
様
に
つ
い
て
、vgl.

FA
Z.

N
ET

vom
11.10.2007.

島
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(
26)

H
orning,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

299
f.

(
27)

本
稿
で
考
察
し
た
当
該
基
本
権
の
性
格
を
鑑
み
る
と
、｢

Ｉ
Ｔ
基
本
権｣

(IT-G
rundrecht)

又
は

｢

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
基
本
権｣

(C
om

puter-G
rundrecht)

と
い
う
略
称
が
適
切
か
と
い
う
逡
巡
は
残
る
が
、
さ
し
あ
た
り
本
稿
で
は
、
以
下
引
用
文
中
以
外

｢

Ｉ
Ｔ
基
本

権｣
と
略
記
す
る
。

(

28)
B�ckenf�rde,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

928.
(

29)
vgl.

auch
B
acker,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

1),
S.

125;
H
offm

an-R
iem

,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

1),
S.

12;
H
ornung,

a.
a.

O
.

(A
nm

.
1),

S.
303.

ま
た
、
Ｍ
・
ハ
ン
ゼ
ン
＝
Ａ
・
フ
ィ
ッ
ツ
マ
ン
は
、｢

情
報
が
完
全
、
正
確
及
び
ア
ク
チ
ャ
ル
な
も
の
で
あ
る
こ

と
、
又
は
そ
の
よ
う
な
状
態
で
な
い
と
明
確
に
認
識
し
う
る
こ
と｣

を

｢

完
全
性｣

と
呼
ん
で
い
る

(H
ansen/Pfizm

ann,
a.

a.
O
.
[A

nm
.

13],
S.

132)
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
概
念
定
義
を
め
ぐ
る
議
論
を
参
考
に
、�V

ertraulichkeit
und

Integrit�t�

に

｢

秘
密
性

と
完
全
性｣

と
い
う
訳
語
を
さ
し
あ
た
り
充
て
て
い
る
。
な
お
、
か
か
る
意
味
で
の

｢

完
全
性｣

は
、
シ
ス
テ
ム
内
の
デ
ー
タ
保
護
の
付
随

的
効
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
独
自
の
保
護
法
益
と
す
る
の
は
不
適
切
で
あ
る
と
批
判
す
る
評
釈
も
あ
る(Eifelt,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

2],
S.

522)

。

(

30)

申
立
人
Ⅰ
の
異
議
申
立
理
由
書
は
人
権
擁
護
団
体H

um
anistische

U
nion

の
Ｈ
Ｐ

(http://w
w
w
.hum

anistische-union.de)

、
申
立
人
Ⅱ

の
異
議
申
立
理
由
書
は
Ｏ
・
バ
ウ
ム
の
Ｈ
Ｐ

(http://w
w
w
.gerhart-baum

.de)

に
そ
れ
ぞ
れ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
ツ
ュ
プ

リ
ー
ス
連
邦
法
相
が
判
決
直
前
に

｢

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
生
活
領
域
用
に
裁
断
さ
れ
た
具
体
的
な
基
本
権｣

の
必
要
性
を
語
っ
て
い
る
な
ど

(FA
Z

vom
31.1.2008)

、
こ
う
し
た
基
本
権
登
場
の
土
壌
は
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。

(

31)

と
く
に
基
本
法
一
○
条
一
項
の
通
信
の
秘
密

[Fernm
eldegeheim

nis]

に
つ
い
て
、
通
信
内
容
や
通
信
状
態
のV

ertraulichkeit

が
語
ら

れ

(z.
B
.

B
V
erfG

E
107,

229
[313]

;
115,

166
[183])

、
公
権
力
に
よ
る
通
信
監
視
と
そ
の
記
録
が

｢

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

交
換
の
率
直
性
や
電
子
通
信
設
備
の
非
侵
入
性

(U
nzug�nglichkeit)

の
保
護
へ
の
信
用
を
著
し
く
脅
か
す｣

(B
verfG

E
107,

299

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

[320].

傍
点
は
筆
者)

こ
と
が
認
識
さ
れ
て
き
た
。
一
三
条
一
項
に
つ
い
て
も
、
住
居
の

｢

秘
密
性｣

や

｢

完
全
性｣

が
文
献
の
中
で
語

ら
れ
て
き
た

(z.
B
.

Schanz,
a.

a.
O
.
[A

nm
.

1],
S.

317;
G
ercke,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

1],
S.

250)

。B
ritz,

a.
a.

O
.

(A
nm

.
2),

S.
412

の
見
方
も
本
稿
の
分
析
を
裏
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
意
味
で
は
、Schanz,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

1),
S.

315
f.

の
指
摘

(

と
く
に
、｢

市
民
が
自
己
の
パ
ソ
コ
ン
に
保
存
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
自
分
だ
け
が
利
用
で
来
、
か
つ
秘
密
性
が
あ
る
と
い
う
点
を

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

三
七



根
拠
を
も
っ
て
信
用
で
き
る｣

と
い
う
一
文
な
ど)

も
本
判
決
の
問
題
認
識
を
先
取
り
し
て
い
る
。

(
32)

Schantz,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

1),
S.

313�321;
H
ornung,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

1),
S.

577
f.;

R
ux,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

1),
S.

292�295;
V
alerius,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

1),
S.

279
f.;

B�r,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

1),
H
andbuch

zur
ED

V
-B

ew
eissicherung,

R
n.

467.

Ｕ
・
ブ
エ
ル
マ
イ
ア
ー
は
、
一
○
条
一
項
の
保
護
範
囲
と
な
る
源
泉
型
電
子
通
信
監
視
を
除
い
た
住
居
内
に
あ
る
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
へ
の
侵
入
を
一
三
条
一
項
の
保
護
範
囲
と
し
た
上
で
、
同
条
四
項
の
場
合
に
、
か
つ
私
生
活
形
成
の
核
心
領
域
の
保
護
の
下
で
の
み
認
め

る

(B
uerm

eyer,
a.

a.
O
.
[A

nm
.

1],
V
erfassungsrechtliche

G
renzen,

S.
332�337)

。

(

33)

一
九
九
八
年
の
基
本
法
一
三
条
改
定
の
際
に
当
初
案
に
存
在
し
た
憲
法
擁
護
機
関
に
関
す
る
特
別
規
定
を
削
除
し
た
立
法
者
意
思
を
根
拠

に
、
情
報
機
関
に
よ
る
住
居
監
視
を
そ
も
そ
も
違
憲
と
解
す
る
見
解
と
し
て
、M

anfred
B
aldus,

Pr�ventive
W

ohnraum�berw
achungen

durch
V
erfassungsschutzbeh�rden

der
L�nder,

N
Zw

Z
2003,

S.
1292

f.
(

34)
O
liver

Lepsius,
D
as

C
om

puter-G
rundrecht,

in:
R
oggan,

a.
a.

O
.
[A

nm
.
2],

S.
23.

さ
ら
に
、
Ｐ
・
シ
ャ
ン
ツ
は
、｢

オ
ン

ラ
イ
ン
捜
索｣

導
入
の
た
め
の
一
三
条
改
定
が
基
本
法
改
定
の
限
界
内
に
と
ど
ま
り
う
る
か
疑
問
を
呈
す
る

(Schantz,
a.

a.
O
.
[A

nm
.

1],
S.

321)

。

(

35)
z.

B
.
B�ckenf�rde,

a.
a.

O
.
(A

nm
.
1),

S.
323

f.;
ders.,

a.
a.

O
.
(A

nm
.
2),

S.
926.;

K
utscha,

a.
a.

O
.
(A

nm
.
1),

S.
1170

f.;
G
ercke,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

1),
S.

250.

個
人
は
不
正
侵
入
の
リ
ス
ク
覚
悟
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
自
己
の
パ
ソ
コ
ン
に
接

続
し
た
時
点
で
自
覚
的
に
基
本
権
保
護
を
放
棄
し
た
と
み
な
し
、
侵
害
強
度
を
低
く
捉
え
る
説
も
あ
る(H

ofm
ann,

a.
a.

O
.
[A

nm
.1],

S.
124)

。

(

36)

Ｎ
Ｒ
Ｗ
憲
法
擁
護
法
改
定
の
州
議
会
の
審
議
で
も
、
こ
の
点
が
争
点
と
な
っ
た

(vgl.
K
utscha,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

1],
S.

1169.
vgl

auch
R
ux,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

1],
S.

292.
Fn.

45)
。

(

37)
Zypries,

a.
a.

O
.

(

38)
z.

B
.

K
utscha,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

1),
S.

1170
f.

(

39)
B
ritz,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

1),
S.

42.
(

40)
H
ornung,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

301.
(

41)
vgl.

Lepsius,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

33),
S.

26.
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(
42)

z.
B
.

Schantz,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

1),
S.

322
f.;

B
uem

eyer,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

1),
V
erfassungsrechtliche

G
renzen,

S.
330.

(

43)
H
offm

ann-R
iem

,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

2),
S.

1021
f.

B�cker,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

2),
S.

130�132

は
、
判
決
の
示
し
た
Ｉ

Ｔ
基
本
権
と
基
本
法
一
○
条
と
の
競
合
を
一
部
の
判
例
評
釈
は
見
落
と
し
て
い
る
、
と
批
判
す
る
。

(

44)
B
ritz,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

414.
auch

B
ull,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

324.
(

45)
Lepsius,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

33),
S.

30.
auch

B
ritz,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

413
f.;

H
orning,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

301
f.;

B
ull,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

319
f.;

Sachs/K
rings,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

483;
Eifert,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

522;
V
olkm

ann,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

2),
S.

591
f.

(

46)

も
っ
と
も
、
本
判
決
か
ら
一
二
日
後
の
三
月
一
一
日
の
判
決

(B
V
erfG

E
120,

378)

で
は
、
連
邦
憲
法
裁
第
一
法
廷
は
情
報
自
己
決

定
権
を
手
が
か
り
に
、
自
動
車
ナ
ン
バ
ー
標
識
の
自
動
認
識
装
置
に
よ
る
情
報
徴
取
・
照
合
措
置
を
授
権
し
た
ヘ
ッ
セ
ン
と
シ
ュ
レ
ス
ビ
ッ

ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
州
警
察
法
の
規
定
を
違
憲
と
判
断
し
て
お
り
、
連
邦
憲
法
裁
が
自
己
決
定
権
の
射
程
限
定
の
方
向
に
舵
を
切
っ
た

と
は
直
ち
に
は
言
え
な
い
。
近
時
の
判
例
動
向
は
、vgl.

W
alter

Frenz,
Inform

ationelle
Selbstbestim

m
ung

im
Spiegel

des
B
verf

G
,

D
V
B
l
2009,

S.
333

ff.
(

47)
H
offm

ann-R
iem

,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

2),
S.

1009
ff.;

B�cker,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

2),
S.

99
ff.

(

48)
W

olfgang
H
offm

ann-R
iem

,
Inform

ationelle
Selbstbestim

m
ung

in
der

Inform
ationsgesellschaft,

A�R
1998,

S.
520

f.

情

報
自
己
決
定
権
論
の
到
達
点
を
確
認
す
る
に
は
、
ホ
フ
マ
ン
―
リ
ー
ム
以
上
に
社
会
依
存
的
性
格
や
客
観
法
的
側
面
を
重
視
す
る
Ｍ
・
ア
ル

ベ
ル
ス
の
近
時
の
業
績

(M
arion

A
lbers,

Inform
ationelle

Selbstbestim
m
ung

,
B
aden-B

aden
2005;

ders.,
U
m
gang

m
it

personenbezogenen
Inform

ationen
und

D
aten,in:

W
olofgang

H
offm

ann-R
iem

/Eberhard
Schm

idt-A�m
ann/A

ndreas
V
o�kuhle

(H
rsg.),

G
rundlagen

des
V
erw

altungsrechts,
B
and

2,
M�nchen

2008)

が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(

49)

Ｉ
Ｔ
基
本
権
と
情
報
自
己
決
定
権
と
の
関
係
を
特
別
法
と
一
般
法
の
関
係
と
い
う
意
味
で
の

｢

補
充
性｣

の
関
係
で
捉
え
る
一
部
の
評
釈

の
理
解

(z.
B
.

Petri,
a.

a.
O
.
[A

nm
.

2],
S.

444)

に
対
し
て
、
ホ
フ
マ
ン
―
リ
ー
ム
は
Ｉ
Ｔ
基
本
権
と
情
報
自
己
決
定
権
の
並

立
と
い
う
捉
え
方
を
鮮
明
に
し
て
い
る

(H
offm

ann-R
iem

,
a.

a.
O
.
[A

nm
.

2],
S.

1019)

。
補
充
性
を
語
り
う
る
と
す
れ
ば
、
通

信
の
秘
密
と
の
関
係
の
方
で
あ
る

(vgl.
B�cker,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

2],
S.

131)

。

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

三
九



(
50)

B�cker,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

2),
S.

124.
(

51)
B�ckenf�rde,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

928.
(

52)
K
arl-H

einz
Ladeur,

D
as

R
echt

auf
inform

ationelle
Selbstbestim

m
ung,

D�
V

2009,
S.

45
ff.

(

53)
Lepsius,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

34),
S.

41.
(

54)

枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、vgl.

z.
B
.

H
ans

D
ieter

Jarass,
G
rundrechte

als
W

ertentscheidungen
bzw

.
objektivrechtliche

Prinzipien
in

der
R
echtssprechung

des
B
undesverfassungsgerichts,

A�R
1985,

S.
363

ff.

全
九
巻
予
定
で
現
在
順
次
刊
行
中

の
Ｄ
・
メ
ル
テ
ン
＝
Ｈ
―
Ｊ
・
パ
ピ
ー
ア
編

『

基
本
権
要
綱』

で
は
、
Ｒ
・
ヴ
ァ
ー
ル
が
、
比
較
法
的
観
点
か
ら
ド
イ
ツ
圏
の
客
観
法
的
志

向
を
浮
き
立
た
せ
る
整
理
を
行
っ
て
い
る(R

ainer
W

ahl,
D
ie

objektiv-rechtliche
D
im

ension
der

G
rundrechte

im
internationalen

V
ergleich,

in:
D
etlef

M
erten/H

ans-J�rgen
Papier

(H
rsg.),

H
andbuch

der
G
rundrechte

in
D
eutschland

und
Europa,

B
d.

1,
H
eidelberg

2004,
S.

745
ff.

(

55)
Petri,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

446
f.;

Sachs/K
rings,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

486.
(

56)

私
法
上
の
影
響
へ
の
言
及
は
、G
usy,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

39;
R
o�nagel/Schnabel,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

3534
ff.

K
lopfer/Sch�rdel,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

453
ff.

は
、
同
盟
90
／
緑
の
党
提
出
の
デ
ー
タ
保
護
法
案
を
中
心
に
判
決
の
デ
ー
タ
保

護
法
制
へ
の
影
響
を
検
討
す
る
。vgl.

auch,
R
enate

K�nast,�M
eine

D
aten

G
eh�ren

m
ir�,

ZR
P

2008,
S.

201
ff.

(

57)
Lepsius,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

34),
S.

48�54.
(

58)
Lepsius,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

34),
S.

49.
そ
こ
で
は
、
現
代
治
安
法
制
が
も
た
ら
す
現
象
と
し
て
、
①
措
置
対
象
者
が
実
態
把
握

で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
裁
判
的
救
済
の
困
難
を
補
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
段

(

議
会
の
統
制
委
員
会
や
裁
判
官
留
保
等)

の
必
要
性
、
②
従
来

の
措
置
と
違
い
市
民
の
行
動
変
更
を
目
標
と
し
な
い
、
む
し
ろ
市
民
が
行
動
を
変
え
な
い
こ
と
が
意
味
を
持
つ
監
視
措
置
、
③
潜
在
的
に
監

視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
情
が
も
た
ら
す
社
会
全
体
規
模
の
動
揺
効
果
、
④
監
視
技
術
の
進
歩
に
伴
う
人
格
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
把
握
を
可
能

に
す
る
デ
ー
タ
の
統
合
化
効
果

(sum
m
ierender

Effekt)

が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(ebenda,
S.

49�51)
。
レ
プ
ジ
ウ
ス
の
所
論
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、vgl.

O
liver

Lepsius,
Freiheit,

Sicherheit
und

Terror,
Leviathan

2004,
S.

64
ff.,

insb.
S.

82
f.

講
演
録

と
し
て
、
オ
リ
バ
ー
・
レ
プ
ジ
ウ
ス

(

河
村
憲
明
訳)

｢

自
由
・
安
全
・
テ
ロ
リ
ズ
ム｣

警
察
学
論
集
五
八
巻
六
号

(

二
○
○
五
年)

二
四

頁
以
下
と
く
に
三
二
―
三
八
頁
。
リ
ス
ク
配
慮
行
政
一
般
に
つ
い
て
も
、vgl.

ders.,
R
iskosteuerung

durch
V
erw

altungsrecht,

島
大
法
学
第
五
三
巻
第
二
号

四
〇



V
V
D
StL

63,
2004,

S.
283�290.

(
59)

Lepsius,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

34),
S.

42�47.
こ
の
方
向
を
唱
導
す
る
論
者
こ
そ
他
な
ら
ぬ
ホ
フ
マ
ン
―
リ
ー
ム
で
あ
る
。vgl.

z.
B
.

W
olfgang

H
offm

ann-R
iem

,
Enge

oder
W

eite
G
ew�hrleistungsgehalte

der
G
rundrechte?,

in:
M

ichael
B�uerle

(H
rsg.),

H
aben

w
ir

w
irklich

R
echt?,

B
aden-B

aden
2004,

S.
53

ff.
insb.

63.

関
連
し
て
、vgl.

Enrst-W
olfgang

B�ckenf�rde,
Schutzbereich,

Eingriff,
verfassungsim

m
anente

Schranken,
D
er

Staat
2003,

S.
165

ff.

議
論
状
況
の
概
観
は
、vgl.

U
w
e

V
ollkm

ann,
V
er�nderungen

der
G
rundrechtsdogm

atik,
JZ

2005,
S.

261
ff.

す
で
に
日
本
で
も
、
小
貫
幸
浩

｢

基
本
権
が

『

保

障
す
る
も
の』
は
何
か
・
続｣

高
岡
法
学
一
六
巻
一
・
二
号

(

二
○
○
五
年)

一
頁
以
下
、
丸
山
敦
祐

｢

情
報
提
供
活
動
の
合
憲
性
判
断
と

そ
の
論
証
構
造｣
阪
大
法
学
五
五
巻
五
号

(

二
○
○
六
年)

一
二
一
頁
以
下
、
に
お
け
る
紹
介
・
検
討
が
あ
る
。

(

60)

グ
レ
ゴ
ー
ル
決
定
に
つ
い
て
は
、
丸
山
敦
裕

｢

市
場
競
争
に
影
響
あ
る
情
報
の
国
に
よ
る
公
表｣

ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編

『

ド
イ
ツ

の
憲
法
判
例
Ⅲ』

(

信
山
社
・
二
○
○
九
年)

所
収
二
九
二
頁
以
下
、
オ
シ
ョ
ー
決
定
に
つ
い
て
は
、
西
原
博
史

｢

政
府
の
情
報
提
供
活
動

に
お
け
る
〈
警
告
〉
と
信
教
の
自
由
の
保
障｣

同
書
所
収
一
一
七
頁
以
下
、
参
照
。

(

61)
｢

新
傾
向｣

を
明
確
に
批
判
し
た
論
考
と
し
て
、W

olfgang
K
ahl,

V
om

w
eiten

Schutzbereich
zum

engen
G
ew�hrleistungsgeha-

lt,
D
er

Staat
2004,

S.
167

ff.
こ
の
カ
ー
ル
の
批
判
に
対
す
る
ホ
フ
マ
ン
―
リ
ー
ム
の
反
論
は
、W

olfgang
H
offm

ann-R
iem

,
G
rundrechtsanw

endung
unter

R
ationalt�tsanspruch,

D
er

Staat
2004,

S.
203

ff.

小
貫
・
前
掲
註

(

59)

の
紹
介
が
詳
し
い
。

(

62)
Lepsius,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

34),
S.

54.
(

63)
H
offm

ann-R
iem

,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

2),
S.

1064,
Fn.

62;
B�cker,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

125
f.,

Fn.
114,

S.
128.

auch
B�ckenf�rde,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

928,
Fn.

39,
H�m

ig,
a.

a.
O
.

(A
nm

.
2),

S.
209

f.

そ
の
是
非
は
と
も

か
く
、｢

保
護
範
囲
か
ら
保
障
内
容
へ｣

と
い
う

｢

新
傾
向｣
が
主
に
信
教
の
自
由
や
職
業
の
自
由
の
判
例
に
即
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
本
判
決
に

｢

新
傾
向｣

の
特
徴
を
見
出
す
た
め
に
は
、
詳
し
い
説
明
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

(

64)
auch

Ladeur,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

52),
S.

54
f.

(

65)

連
邦
憲
法
裁
の
規
範
特
定
性
・
規
範
明
確
性
の
法
理
の
概
観
は
、vgl.

R
oberto

B
artone,

G
edanken

zu
den

G
runds�tzen

der
N
orm

enklarheit
und

der
N
orm

enbestim
m
theit

als
A
uspr�gungen

des
R
echtsstaatsprinzips,

in:
R
ensen/B

erink,
a.a.O

.(A
nm

.
2),

S.
305

ff.

さ
ら
に
規
範
真
実
性

(N
orm

enw
ahrheit)

と
い
う

｢

第
三
の｣

概
念
へ
の
近
時
の
関
心
に
つ
い
て
、vgl.

z.
B
.

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

四
一



Stephan
M

eyer,
D
ie

V
erfassungsw

idrigkeit
sym

bolischer
und

ungeeigneter
G
esetze,

D
er

Staat
2009,

S.
278

ff.;
K
laus-

D
ieter

D
r�en,

N
orm

enw
ahrheit

als
V
erfassungspflicht?,

ZG
2009,

S.
60

ff.
(

66)
西
原
博
史

｢

リ
ス
ク
社
会
・
予
防
原
則
・
比
例
原
則｣

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
六
号

(

二
○
○
八
年)

八
○
―
八
一
頁
。
小
山
剛

｢

自
由
・

テ
ロ
・
安
全｣

大
沢
秀
介
・
小
山
剛
編
著

『

市
民
生
活
の
自
由
と
安
全』

(

成
文
堂
・
二
○
○
六
年)

所
収
三
三
六
頁
も
参
照
。

(

67)
H
ans-H

einrich
Trute

,
G
renzen

des
Pr�ventionsorientirten

Polizeirechts
in

der
R
echtsprechung

des
B
undes-

verfassungsgerichts,
D
ie

V
erw

altung
2009,

S.
88�93.

(

68)

こ
の
点
に
つ
き
、
さ
し
あ
た
り
、
根
森
健

｢

人
格
権
の
保
護
と

『

領
域
理
論』

の
現
在｣

時
岡
弘
先
生
古
稀

『

人
権
と
憲
法
裁
判』

(

成

文
堂
・
一
九
九
二
年)
七
五
頁
以
下
、
同

｢

日
記
類
似
の
個
人
的
な
手
記
の
刑
事
手
続
で
の
利
用
と
一
般
的
人
格
権｣

ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研

究
会
編

『

ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅱ

(

第
二
版)』
(

信
山
社
・
二
○
○
六
年)

二
五
頁
以
下
、
参
照
。

(

69)

そ
こ
で
は
、｢

知
覚
や
感
情
の
よ
う
な
内
心
の
出
来
事
、
並
び
に
、
高
度
に
個
人
的
な
性
質
を
持
つ
考
え
た
こ
と
、
見
た
こ
と
、
及
び
体

験
し
た
こ
と
が
、
と
り
わ
け
国
家
的
機
関
の
監
視
の
下
に
あ
る
と
い
う
不
安
無
し
に
、
表
現
さ
れ
る
可
能
性｣

が
核
心
領
域
に
含
ま
れ
る
と

さ
れ
て
い
る

(B
V
erfG

E
109,

275
[313])

。
憲
法
改
定
の
限
界
論
に
ま
で
射
程
の
及
ぶ
大
盗
聴
判
決
の
検
討
は
、
基
本
法
や
刑
事
訴
訟

法
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
内
で
の
言
及
も
含
め
て
膨
大
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
、vgl.

Fredrik
R
oggan

(H
rsg.),

Lauschen
im

R
echtsstaat,

B
erlin

2004.

他
に
、vgl.

z.
B
.

Erhar
D
enninger,

V
erfassungsrechtliche

G
renzen

des
Lauschens,

S.
101

ff.;
C
hristoph

G
usy,

Lauschangriff
und

G
rundgesetz,

JuS
2004,

S.
457

ff.

邦
語
文
献
と
し
て
、
平
松
毅

｢

住
居
に
対
す
る
高
性
能

盗
聴
に
よ
る
盗
聴｣

ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
・
前
掲
書
註(

60)

三
二
○
頁
以
下
、
小
山
・
前
掲
註(

66)

三
○
五
頁
以
下
、
等
が
あ
る
。

(

70)

大
盗
聴
判
決
の
核
心
領
域
論
へ
の
批
判
と
し
て
、vgl.

z.
B
.

M
anfred

B
aldus,

D
er

K
ernbereich

privater
Lebensgestaltung,

JZ
2009,

S.
218

ff.;
R
alf

Poscher,
M

enschenw�rde
und

K
ernbereichsschutz,

JZ
2009,

S.
272

f.
(

71)

こ
の
点
も
含
め
本
判
決
の
核
心
領
域
論
に
対
す
る
詳
し
い
批
判
は
、M

axim
ilian

W
arntjen,

D
er

K
ernbereichsschutz

nach
dem

O
nline-D

urchsuchungsurteil,
in:

R
oggan,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

57
ff.

(

72)

本
判
決
の
二
段
階
コ
ン
セ
プ
ト
は
、｢

絶
対
的
な
保
護｣

を
要
請
し
な
が
ら
、
こ
の
保
護
が
守
ら
れ
な
い
こ
と
を

｢

不
可
避｣

と
見
る
大

盗
聴
判
決
の
矛
盾
を
よ
り
鮮
明
な
も
の
に
し
た(vgl.

W
arntjen,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

71],
S.

61�63;
Poscher,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

70],
S.

272
f.)

。
Ｒ
・
ポ
シ
ャ
ー
は
、
絶
対
的
保
護
の
対
象
を
住
居
内
の
出
来
事
に
限
定
し
、
外
部
の
会
話
や
覆
面
捜
査
官
や
捜
査
協

島
大
法
学
第
五
三
巻
第
二
号

四
二



力
者
を
利
用
し
た
情
報
収
集
措
置
を
範
囲
外
に
置
い
て
き
た
連
邦
憲
法
裁
の
核
心
領
域
論
を

｢

空
間
的
思
考｣

と
位
置
づ
け
、
そ
の
こ
と
が

も
た
ら
す
基
本
権
保
護
の
空
洞
化
を
批
判
す
る
。
人
間
の
尊
厳
や
人
格
発
展
に
重
大
な
関
わ
り
を
持
つ
親
密
な
会
話
は
常
に
住
居
の
中
で
の

み
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い

(

時
に
は
そ
の
外
で
こ
そ
な
さ
れ
る)

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
は
立
法
論
と
し
て
、
警
察
法
に
お
い
て

核
心
領
域
の
保
護
を
一
般
条
項
と
し
て
設
け
る
こ
と
を
推
奨
す
る(ebenda,

S.
269

ff.
vgl.auch

C
hristian

Stark,
D
as

neue
R
echt

polizeilicher
D
atenerhebung

und
-verarbeitung

in
N
iedersachsen,

N
dsV

B
l
2009,

S.
145

ff.
insb.

148)

。
近
時
の
学
説
で
は

核
心
領
域
論
批
判
が
勢
い
を
得
て
い
る
が
、
一
部
の
批
判
論
の
背
後
に
は
連
邦
憲
法
裁
の

｢

人
間
の
尊
厳｣

(

基
本
法
一
条
一
項)

の
援
用

の
仕
方
へ
の
批
判
、
よ
り
具
体
的
に
は
航
空
安
全
法
判
決
法
理
の
見
直
し
論
や
拷
問
禁
止
原
則
の
緩
和
論
と
連
動
し
て
い
る
た
め

(vgl.
Poscher,

ebenda,
S.

274)

、
そ
の
全
体
的
な
評
価
は
解
釈
論
上
の
そ
れ
と
は
別
の
目
配
せ
も
必
要
と
思
わ
れ
る
。
拷
問
禁
止
原
則
の
ゆ

ら
ぎ
に
つ
い
て
は
、
玉
蟲
由
樹

｢

人
間
の
尊
厳
と
拷
問
の
禁
止｣

上
智
法
学
論
集
五
二
巻
一
・
二
号

(

二
○
○
八
年)

二
二
五
頁
以
下
、
も

参
照
。

(

73)
H
ornung,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

304.
(

74)

こ
の
く
だ
り

(B
V
erfG

E
120,

274
[330])

で
は
、｢

新
た
な
警
察
法

(

学)｣

を
提
唱
す
る
Ｍ
・
メ
ス
ト
ル
の
二
○
○
七
年
の
論
文

と
Ｕ
・
フ
ォ
ル
ク
マ
ン
に
よ
る
ラ
ス
タ
ー
捜
査
決
定
へ
の
批
判
的
評
釈
の
参
照
を
請
う
余
裕
を
連
邦
憲
法
裁
は
見
せ
て
い
る
。

(

75)

こ
の
点
の
批
判
と
し
て
、z.

B
.

K
utscha,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S

1043
f.

Ｍ
・
メ
ス
ト
ル
は
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
改
定
法
に
関
す
る
連

邦
議
会
内
務
委
員
会
専
門
家
公
聴
会
の
場
で
、
連
邦
憲
法
裁
は
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索
に
具
体
的
危
険
は
必
要
と
し
な
い
と
認
め
た
の
だ
と
、
一

般
的
な
判
例
理
解
と
は
異
な
る
見
解
を
示
し
て
い
る
が

(B
T-D

rucks.
16/9588,

S.
21

f.)

、
判
決
に
は
危
険
概
念
に
関
す
る
用
語
使
用

の
若
干
の
混
乱
も
み
ら
れ(vgl.

B
ritz,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

1],
S.

415)

、
こ
の
よ
う
な
読
み
方
を
可
能
に
す
る
余
地
を
含
ん
で
い
る
。

し
か
し
Ｔ
・
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
本
判
決
の
示
し
た

｢

新
た
な
危
険
概
念｣

の
下
で
も
刑
事
訴
追
や
警
察
の
予
防
的
抑

止
と
し
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索
は
可
能
で
も
、
憲
法
擁
護
局
が
諜
報
活
動
の
た
め
に
用
い
る
の
は
困
難
で
あ
り

(

判
決
は
、｢

危
険
前
段
階

で
活
動
す
る
官
庁
仕
様
に
し
た
侵
害
の
き
っ
か
け
の
た
め
の
法
律
上
の
基
準
を
、
基
本
権
へ
の
脅
威
の
重
大
さ
と
強
度
を
例
え
ば
警
察
法
に

お
け
る
伝
統
的
な
危
険
概
念
が
果
た
し
て
き
た
の
と
同
程
度
に
考
慮
に
入
れ
る
よ
う
な
か
た
ち
で
産
み
出
す
こ
と
な
ど
成
功
す
る
は
ず
が
な

い
と
し
て
も｣

、
憲
法
上
の
要
請
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
述
べ
て
い
る[B

V
erfG

E
120,

274
[331])

、
メ
ス
ト
ル
が
主
張
す
る
国

家
の
危
険
前
段
階
的
活
動
に
対
す
る
危
険
概
念
の
再
構
成
を
も
た
ら
す
ほ
ど
の
修
正
で
は
な
い
と
見
る(B�ckenf�rde,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

四
三



2],
S.

931)

。

(
76)

vgl.
R
oggan,

Pr�ventive
O
nline-D

urchsuchungen,
in:

R
oggan,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

103�105.
(

77)
こ
の
訳
語
の
使
い
分
け
の
含
意
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
二
章
４

(

２)

参
照
。

(

78)
B�ckenf�rde,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

931.
(

79)

こ
の
点
を
鋭
く
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
、Lepsius,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

34),
S.

39
f.

(

80)
B
ritz,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

415.

重
大
な
法
益
へ
の
損
害
発
生
十
分
な
蓋
然
性
が
条
件
と
さ
れ
る

(vgl.
z.

B
.

G
ilbert

G
ornign,

A
rt.

13,
in:

Starck/M
angolt/K

lein
[H

rsg.],
K
om

m
entar

zum
G
rundgesetz,

B
d.

1,
5.

A
ufl.,

M�nchen
2005,

R
n.

71)
｢

切
迫
し
た
危
険｣

は
加
重
さ
れ
た
危
険
概
念
の
類
型
に
入
る
が
、
Ｃ
・
グ
ズ
ィ
の
警
察
法
教
科
書
で
は
、｢

切
迫
し
た
危
険｣

を
官
庁
間
の
権
限
移
譲
に
用
い
ら
れ
る
概
念
と
し
、
本
来
の
管
轄
機
関
に
よ
る
防
除
が
不
可
能
又
は
直
ち
に
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
場
合
に

危
険
が

｢

切
迫｣

し
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る

(C
hristoph

G
usy,

Polizei-
und

O
rdnungsrecht,

T�bingen
2009,

R
n.

129)

。

両
概
念
の
事
実
上
の
差
は
少
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る

(H
ornung,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

2],
S.

304)

。

(

81)

裁
判
官
留
保
制
度
の
法
治
国
家
的
意
義
と
法
状
況
に
つ
い
て
は
、vgl.

Tjark
Erich

A
schm

ann,
D
er

R
ichtervorbehalt

im
deutschen

Polizeirecht,
W�rzberg

1999.
(

82)
z.

B
.

C
hrisiane

K�rpe-G
escher,

D
ie�

berw
achung

der
Telekom

m
unikation

nach
den§

§
100a,100b

StO
P

in
R
echtspraxis,

B
erlin

2005;
O
tto

B
ackes/C

hristoph
G
usy,

W
er

kontrolliert
die

Telefon�berw
achung?,

Frankfurt.
a.

M
.

u.
a.

2003.

こ

の
点
は
、G

eorg
H
erm

es,
A
rt.

13,
in:

H
orst

D
reier,

G
rundgesetz

K
om

m
entar,

B
d.

1,
2.

A
ufl.,

T�bingen
2004,

R
n.

31

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
令
状
運
用
の
実
態
は
日
本
の
刑
事
手
続
の
実
態
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
特

段
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

(

83)

ド
イ
ツ
裁
判
官
連
盟(

Ｄ
Ｒ
Ｂ)

議
長
Ｃ
・
フ
ラ
ン
ク
の
見
解
はheise

online

の
配
信
記
事(http://w

w
w
.heise.de/new

sticker/R
ichter-

halten-K
ontrolle-von-heim

lichen-O
nline-D

urchsuchungen-fuer-illusorisch--/m
eldung/104238)

を
参
照
。

(

84)
B�ckenf�rde,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

935;
Sachs/K

rings,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

2),
S.

482.
(

85)
vgl.

Eifert,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

2),
S.

522;
H
ornung,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

305.
(

86)
B�cker,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

133�135.
Ｍ
・
ア
イ
フ
ェ
ル
ト
は
、
チ
ャ
ッ
ト
等
で
の
公
権
力
の
覆
面
的
ア
ク
セ
ス
を
意
見

島
大
法
学
第
五
三
巻
第
二
号

四
四



表
明
の
自
由

(

基
本
法
五
条
一
項)

に
対
す
る
国
家
の
中
立
性
の
問
題
と
し
て
も
捉
え
て
い
る

(Eifert,
a.

a.
O
.
[A

nm
.

2],
S.

522)

。

(

87)
K
utscha,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

1043.
(

88)
例
え
ば
、
あ
る
評
者
た
ち
は
、
判
決
が

｢

秘
密
性
へ
の
利
益｣

と

｢

秘
密
性
の
期
待｣

を
互
換
的
に
用
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
保
護
に
値

す
る
利
益
の
輪
郭
の
不
明
確
さ
を
指
摘
す
る

(Sachs/K
rings,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

2],
S.

484)

。
今
後
の
事
案
の
中
で
、
こ
う
し
た
点

も
詰
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

(

89)
H
offm

ann-R
iem

,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

2),
S.

1019.
(

90)

註

(

80)

で
紹
介
し
た
ホ
ー
ヌ
ン
グ
説
の
よ
う
に

｢

切
迫
し
た
危
険｣

と

｢

具
体
的
危
険｣

の
内
実
は
そ
れ
ほ
ど
変
ら
な
い
と
解
す
れ
ば

な
お
さ
ら
で
あ
る
。
一
三
条
の
基
本
権
保
護
装
置
と
Ｉ
Ｔ
基
本
権
の
そ
れ
と
の
近
似
性
の
指
摘
は
、B

ritz,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

2),
S.

415.

一
三
条
保
護
範
囲
否
定
説
の
Ｍ
・
ベ
ッ
カ
ー
も
、
住
居
と
い
う

｢

壁｣

の
秘
密
性

(

親
密
性)

と
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
バ
ー
チ
ャ

ル
な
空
間
内
の
利
用
者
の
そ
れ
と
を
パ
ラ
レ
ル
で
捉
え
ら
れ
て
い
る

(B�cker,
a.

a.
O
.
[A

nm
.

2],
S.

119)

。

(

91)
G
usy,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

2),
S.

38
f.

(

92)
z.

B
.

R
ux,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

1),
S.

291�295.
本
件
憲
法
異
議
の
口
頭
弁
論
で
は
Ｈ
―
Ｊ
・
パ
ピ
ー
ア
裁
判
長
が
厳
し
い
口

調
で
州
政
府
代
理
人
説
明
を
求
め
た
模
様
が
メ
デ
ィ
ア
で
も
報
じ
ら
れ
て
お
り

(FA
Z.

N
ET

V
om

11.10.2007)

、
レ
プ
ジ
ウ
ス
は
、
違

憲
判
決
は
予
想
で
き
た
と
述
べ
て
い
る

(Lepsius,
a.

a.
O
.
[A

nm
.

36],
S.

21)

。

(

93)

Ｓ
Ｚ
紙
で
の
司
法
問
題
に
関
す
る
鋭
い
論
説
で
鳴
ら
し
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
前
連
邦
首
相
を
し
て

｢

連
邦
憲
法
裁
判
所
第
三
法
廷｣

と
言
わ

せ
し
め
た
Ｈ
・
プ
ラ
ン
ト
ル
の
近
著
は
、
こ
う
説
明
す
る
。
数
々
の
治
安
立
法
制
定
の
際
に
見
ら
れ
た
そ
れ
を
は
る
か
に
凌
ぐ

｢

オ
ン
ラ
イ

ン
捜
索｣

へ
の
抵
抗
感
は
、｢

官
憲
国
家
ア
レ
ル
ギ
ー
と
い
う
よ
り
は
、
法
治
国
家
的
セ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
再
覚
醒
の
問
題
で
あ
る
。
Ｐ
Ｃ

は
電
話
よ
り
も
、
も
し
か
し
た
ら
寝
室
よ
り
も
、
は
る
か
に
国
家
と
は
関
わ
り
の
な
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
真
髄
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
と

が
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
の
話
と
な
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
場
面
で
悪
名
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
デ
ー
タ
保
護
と
い
う
も
の
に
対
す
る
セ
ン
シ

ビ
リ
テ
ィ
が
目
を
醒
ま
す
の
だ｣

、
と

(H
eribert

Prantl,
D
er

Terrorist
als

G
esetzgeber,

M�nchen
2008,

S.
112

f.)

。

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

２)
(

植
松)

四
五



付
記本

稿
は
、
島
大
法
学
五
二
巻
三
・
四
号
掲
載
分
に
て
言
及
し
た
と
お
り
、
筆
者
の
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
大
学

(

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国)

で
の
在
外
研

修
期
間
中

(

二
○
○
八
年
一
○
月
〜
二
○
○
九
年
九
月)

に
構
想
・
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
号
掲
載
分
の
校
正
作
業
は
帰
国
後
と
な
り
、

こ
の
段
階
で
本
稿
が
取
り
上
げ
た
ド
イ
ツ
の
動
向
を
扱
う
日
本
の
最
新
文
献
に
も
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
が
紹
介
す
る
立
法
・
判
例
動
向
の

少
な
か
ら
ぬ
部
分
は
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
中
で
、
す
で
に

(

且
つ
本
稿
よ
り
も
精
緻
な
か
た
ち
で)

紹
介
さ
れ
、
も
は
や
周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い

る
事
柄
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
稿
に
は
、
問
題
意
識
、
考
察
方
法
、
分
析
結
果
の
点
で
、
こ
れ
ら
先
行
業
績
と
異
な
る
独
自

の
意
義
が
な
お
も
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
叙
述
に
お
け
る
重
複
箇
所
の
存
在
を
承
知
で
、
本
稿
を
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら

先
行
業
績
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
執
筆
者
各
氏
の
ご
寛
恕
を
請
い
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
本
稿
第
一
章
で
触
れ
た
基
本
法
七
三
条
一
項
九
ａ
号
挿
入
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
上
代
庸
平

｢

テ
ロ
対
策
権
限
の
垂
直
的
配
分｣

大
沢
秀
介
・
小
山
剛

『

自
由
と
安
全』

(
尚
学
社
・
二
○
○
九
年
七
月)

所
収
二
三
八
頁
以
下
、
に
お
い
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章
で
扱
っ
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
ラ
ス
タ
ー
捜
査
決
定
に
つ
い
て
は
、
徳
本
広
孝

｢

網
目
ス
ク
リ
ー
ン
捜
査
の
法
的
統
制｣

渥
美
東
洋

『

犯
罪

予
防
の
法
理』

(

成
文
堂
・
二
○
○
八
年
一
二
月)

所
収
二
九
一
頁
以
下
、
島
田
茂

｢

ド
イ
ツ
警
察
法
に
お
け
る
犯
罪
予
防
の
目
的
と
危
険
概
念
の

関
係｣

甲
南
法
学
四
九
巻
三
・
四
号

(

二
○
○
九
年
三
月)

一
頁
以
下
、
宮
地
基

｢

安
全
と
自
由
を
め
ぐ
る
一
視
角｣

法
政
論
集
二
三
○
号

(

二
○

○
九
年
六
月)

三
三
五
頁
以
下
、
が
そ
れ
ぞ
れ
本
格
的
な
考
察
を
行
な
っ
て
い
る
。

第
三
章

(

本
号
掲
載
分)

の

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索｣
判
決
に
つ
い
て
は
、
石
村
修

｢

ド
イ
ツ�
オ
ン
ラ
イ
ン
判
決｣

大
沢
・
小
山
編
前
掲
書
所
収

二
六
一
頁
以
下
、
島
田
茂

｢

予
防
的
警
察
措
置
の
法
的
統
制
と
比
例
原
則
の
適
用｣

甲
南
法
学
五
○
巻
一
号

(

二
○
○
九
年
九
月)

七
二
頁
以
下

(

と
り
わ
け
、
こ
の
島
田
論
文
は
多
く
の
重
要
な
指
摘
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る)

、
が
あ
る
。

な
お
、
○
八
年
の
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
問
題
に
つ
い
て
も
、
島
田
・
同
右
や
上
代
論
文
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
扱
う
本
稿
第
四
章

(

島
大

法
学
五
二
巻
三
号
掲
載
予
定
分)

で
は
、
こ
れ
ら
か
ら
の
示
唆
を
本
文
中
に
反
映
さ
せ
た
い
。

島
大
法
学
第
五
三
巻
第
二
号

四
六


